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　前橋市は、市内中央部を利根川、広瀬川が流れ、敷島公園や前橋公園、嶺公

園、大室公園などの公園が市内各地にあり、．近代詩のふるさとであり、r水と

緑と詩のまち」と呼ばれる自然と文化、歴史に恵まれた町ですσ

　市内には古代からの歴史を物語る古墳、寺跡などの史跡が残り、古代東国の

中心地であったことがわかります。

　国指定の史跡は10カ所を数え、全国でも有数の地域といえます。現在その整

備も進められており、21世紀に残す文化財として地域の歴史を知る貴重な存在

です。

　また、市内では古代の人々の生活の跡もいたるところに残されており，各種

の開発に伴っての発掘調査で発見されてきています。市内でも近年の北関東自

動車道関連の調査で新たに発見された遺跡も多く、市内南部地域の歴史解明に

大きく貢献しています。

　徳丸高堰皿遺跡と鶴光路榎橋H遺跡も北関東自動車道関連の調査になります

が、徳丸高堰皿遺跡では、平安時代の住居跡のほか中世と近世の溝を検出しま

した。

　鶴光路榎橋1遺跡では、平安時代の住居のほか近世の溝を検出しました。

　両遺跡の調査結果ともに地域の新しい資料であり、地域の新しい姿を知るこ

とができました。

　本調査実施にあたりまして、ご協力をいただきました関係課、関係機関、地

元関係者の方々、酷暑の中調査に従事されました作業員の方々に感謝申し上げ

ると共に、本報告書が、市史解明の一助となる『ことを祈念して序といたします。

平成12年3月23日

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

　一団長　渡辺勝利



例 　　ゴロ

1．本報告書は、北関卑自動車道側道’道路改良事業に伴う鶴光路榎橋H遺跡（つるこうじえのき！ま

　し1といせき）・徳匁高堰皿遺跡（とぐまるたかぜきさんいせき）発掘調査報告書である。1

2．調査主体は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団である。　　　　　　　　．　　一

3．発掘調査の要項は以下のとおりである．。．

　　調　査，場　所、前橋市鶴光路町277－1ほか

　　発掘・整理担当者　　吉田聖二・小峰　篤（前橋市埋蔵文化財発掘調査団調査係）

　　』発掘調査期間　平成11年5月12日～平成11年11月10日

　　整理・報告書作成期間　　平成11年11月11日～平成12年3月23日

4．本書の原稿執筆・編集は吉田・小峰が行づた。整理作業をはじめ図版作成には、、阿部シゲ子・神』

　澤とし江・桐谷秀子・櫻井妙子・田口桂子の協力があった。

5．発掘調査にかかわった方々は次のとおりである。（順不同）

　阿部シゲ子　神澤とし江　桐谷秀子　　櫻井妙子　　桜井　弘　　高橋　孜　　中村新太郎

　奈良岩雄　　原田要三　　古沢　実　　柳井晶子

6．陶磁器については、財団法人　群馬県埋蔵文化財調査事業団／大西雅広氏にご教示いただいた。’

7．発掘調査で出土した遺物は、当調査団より前橋市…教育委員会に保管責任を依頼し、前橋市教育委

　員会文化財保護課収蔵庫で管理されている。

凡 例

1．挿図中に使用した北は座標北である。

2．挿図に」・建設省国土地理院発行の1／5万地形図（前橋・高崎）を使用した。

3．本遺跡の遺跡コードは鶴光路榎橋H遺跡が11G35、徳丸高堰血遺跡が11G36であるへ1。一

4．各遺構の略称は次のとおりである。

　H…住居量　K…掘立柱建物　D…土坑　1…井戸　W…溝　O』・・落ち込み　P…柱穴（ピット）

5．遺構・遺物の実測図の縮尺は次のとおりである。

　　遺　構住居；吐・堀立柱建物・土坑・落ち込み…1／60、

　　　　　　　　竈断面図…1／30、，溝趾…1／60・1／100・1／120、全体図…1／160

　　遺　’　物　　土器・土製品…1／2・，1／3・1／4、石製品…1／2・1／4、銭貨…1／1

6．スクリーントーンの使用は次のとおりである。

　　遺構断面図　　構築面…羅

　　飾実測図施欄囲…懸　　　 炭化物－（スス付齢ど）…購繋
　　　　　　　　須恵器断面…

7．表中の数値の中で、（　　）は現存値を、［　　］は復元値を表す。
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Fig．1　遺跡位置図
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1 調査に至る経緯

　本発掘調査は、北関東自動車道側道道路改良事業に伴うものである。平成11年4月19日、前橋市長

より北関東自動車道対策室を通じて当該事業に係る埋蔵文化財発掘調査依頼が前橋市教育委員会に提

出さわた・これを受けて・前橋市教育委員会の内部組織である前橋市埋蔵文化財発掘調奎園が発掘調

査を受諾することとし、同年5月12日に前橋市長と、前橋市埋蔵文化財発掘調査団との間で埋蔵文化

財発掘調査委託契約が締結された。そして．、同年6月．2日より現地での発掘調査を開始するに至った。

その後、群馬県埋蔵文化財発掘調査取り扱い基準の変更等に伴い、3度にわたる契約変更を行った。

　なお、遺跡名称r鶴光路榎橋1遺跡」・r徳丸高堰皿遺跡」のr榎橋」・r高堰」は、旧地籍の小《

字名を採用した。また、名称中のローマ数字は、群馬県埋蔵文化財調査事業団が北関東自動車道本線
　　　　　　　　　　　　　　　　／「
部分で発掘調査をしていることから、それと区別するため遺跡名に付けたものである。

豆　遺跡の位置と環境

1．遺跡の立地

　今回の発掘調査区である鶴光路榎橋1遺跡及び徳丸高堰皿遺跡は、前橋市の南端に位置する。鶴光

路町、房丸町」徳丸町の三町にまたがり、前橋市役所の南東約6kmのところにある。本調査区は～現

在建設中である前橋南インターチェンジ（仮称）を、本線北側の側道がインター．を迂回する部分であ

る。周辺道路としては、南北方向に主要地方道前橋玉村線、東西方向には県道27号高崎駒形線が走っ

ている。さらに、北関東自動車道へのアクセス道が調査区すぐ西に現在建設中である。高崎駒形線沿

いには・工場・運輸会社の倉庫・資材置き場・ファーミリーレストラ≧やコンビニエンスストア等のロー町

・ドサイド店舗などが多数立ち並び、前橋市内でも交通量の多い道路の一つである。また、調査区の南

西には下川住宅甲地さらに東には東善住宅団地があり市街化が進んでいる・将来的には、北関東自動

車道のインターチェンジができることから、周辺地域のより一層の市街化が進むものと思われる。地

形的に見ると、、前橋市は地形・地質の特徴から北東部の赤城火山斜面と南西部の洪積台地（前橋台地）

と、両者に挟まれて地溝状になった沖積低地（広瀬川低地帯）、及び現利根川氾濫原の四地域に分け

られる。本遺跡は、利根川と広瀬川に囲まれた前橋台地上に位置する。前橋台地は市の南西部であり、，

店瀬川低地帯より一段高い洪積層からなり、多少の起伏はあるもののほとんど平坦な土地である。標．

高にして約75～80mである。両遺跡間には端気川が北西から南東方向に向かって流れている。この端

気川は、市内朝日町一丁目所在の十六本堰にて広瀬川と分かれ南下し、市の最南端下阿内町先で利根

川に合流する・分水から合流までおよそ9kmで・・前橋南部農耕弛帯の重要な用水である・また、利根

川に合硫するまで多数の堰が存在し、他にいくつもの用水を分流している。兄は蛇行する形をとって

いたが、ここ近年の河川改修事業によりほぼまっすぐになった。そのため、．両遺跡が所在する微高地一

を断ち割る結果になってv》る・』なお・鶴光路榎橋H遺跡は、端気川の右岸（西側）に、徳丸高堰血遺

跡は左岸（東側）になる．



1　鶴光路榎橋H遺跡　　　　　　　2　徳丸高堰皿遺跡

5　横手湯田IV遺跡

9井戸南遺跡

13　川曲遺跡

17公田東遺跡

6　鶴光路練引遺跡

10　浅間神社古墳

14　宿阿内城内遺跡

18　後閑H遺跡

3西田遺跡
7　横手湯田遺跡

11　宮地仲田遺跡

15下佐鳥遺跡

4村中遺跡
8横手宮田遺跡

12東田遺跡

16　公田池尻遺跡

Fig．2　位置図と周辺遺跡図
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2．歴史的環境．

　本遺跡地が所在する前橋南部地区では近年、北関東自動車道建設をはじめ、、住宅団地の造成などの・

開発が進み、それに伴う発掘調査が大規模に行われている。そうした発掘調査の結果数多くの遺跡が．

確認されている。ここでは、本調査区の周辺遺跡について概観してみたい。

　縄文時代の遺構については本遺跡地の東にある西善尺司遺跡から石器製作跡と思われるブロックが

一カ所検出されている。土器の出土はなかったもののチヤート製の石鍬が1点見つかっており、その

形態から縄文時代前期から中期と考え．られる。

　古墳時代となると、北関東自動車道建設に伴う調査で明らかとなった西善尺司遺跡、『中内村前遺跡、

前田遺跡、徳丸仲田遺跡などが挙げられる。中内村前遺跡からは、鋤先などの農具を中心とした木製

品が数＋点出土し、前田遺跡では、和泉式土器を伴う5世紀前半から後半頃と思われる竪穴住居；吐を

始め、掘立柱建物、井戸、溝等から構成される集落跡や水田跡が検出されている。また、西善尺司遺

跡においては、方形周溝墓が14基検出されている。

　奈良・平安時代になると本遺跡が嘱する地域のほとんどの遺跡から遺構が検出される。中内村前遺

跡では、全調査区で162軒の竪穴住居；吐が確認され、住居内より墨書土器や小型の須恵器r水華し」

等が出土している。また、同・じく中内町とそれに隣接する東善町にまたがる前田遺跡からも、微高地

で約100軒の竪穴住居肚が見つかっている。このように概ね微高地では集落跡が、また低地部からは

浅間山や榛名山の噴火の際に降り積もった軽石及び火山灰、その後の洪水層で埋もれた水田跡が確認

できる。

　中世・近世では、・多くの環濠遺跡群、環濠屋敷が確認されている。環濠屋敷とは、争乱の世におい

ては平時から自己の保護のために自らの屋敷の周囲を濠で囲み、一自衛手段を講じた屋敷のことである。

このようなことは、既に古代から行われていたものと考えられ、単に防備のためばかりではなく排水

や土地の境界のため、また、都城や寺院の区画を定めるためなどに用いられ、その後は有力武士の館

などに多く見られるようになった。戦国時代も末期ころになると、かなり一般的になり小規模なもの

も多数見られるようになρた。徳丸仲田遺跡、西善尺司遺跡、中内村前遺跡、．前田遺跡、房丸東環濠

遺構群、．西善環濠遺構群、旧西善環濠遺構群、徳丸環濠遺構群、東力丸環濠遺構群、横堀環濠遺構群、

東宮地環濠遺構群、山王環濠集落、後閑環濠集落、後閑大屋敷、中桶越屋敷、阿左美環濠遺構群、阿

左美館、藤川環濠遺構群、飯塚環濠遺構群、雑子屋敷、今村環濠遺構群などがそれである。
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3．層　　　序

　鶴光路榎橋H遺跡及び徳丸高堰皿遺跡は、前橋市の南部、前橋台地上に位置する。前橋台地は、．上

部から順に表土（黒土）、褐色火山灰質シルト層（水成上部ローム層）、火山泥流堆積物（前橋泥流

堆積物）などから形成され為。褐色火山灰質シルト層は、一般的に層厚3m前後である。また、その

中部に層厚10～30cmほどの泥炭質粘土シルト層を挟むことがあり、これは前橋泥炭層と呼ばれ、今か

ら約1万．3千年前に堆積したものである。・さらにその下位層の火山泥流堆積物は、約2万4千年前に．

形成されたものと考えられ、層厚は10数mにも及ぶ。前橋泥流の給源については、基質の重鉱物組成

から浅間山である可能性が大きいと考えられる。

　本発掘調査の標準土層は、畑作地として現在まで利用され、宅地開発等の影響を受けていない徳丸

高堰皿遺跡の最も北に位置するC区北壁東側のX31、Y7グリッドで確認した。

1

1’

皿【

ノ
　
　
　
I
V

V

VI

皿

皿

Fig．3　標準土層図

O　m

0．5

1

1層：褐灰色粗砂層

豆層：灰褐色粗砂層

皿層：黒褐色細砂層

IV層：にぶい黄色粗砂層

V層：暗灰黄色粗砂層

VI層：灰黄褐色粗砂層

皿層：淡黄色シルト層

岡層：明黄褐色粗砂層

粘性ややあり、締りなし。現在の

耕作土層。I

As－B（浅間Bテフラ11108年）

を若干含む。粘性ややあり、締り

あり。

As－C（浅問C軽石；4世紀前半）

を若干含む。粘性、締りともにあ

り。

粘性、締りともにあり。

粘性、糸帝りともになし。

鉄分凝固が見られる。粘性なし、．

締りあり。

粘性あり、締りややあり。

粘性なし、堅く締る。
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皿　発掘調査の経過

1．調査方針

　調査委託された鶴光路榎橋H遺跡、徳丸高堰皿遺跡は、北関東自動車道の前橋南イン．ターチェンジ

（仮称）を迂飼す為北側側道部分である。幅員は約11mで道路の両側に約3mの歩道が付く6鶴光路

榎橋11遺跡は端気川の西側から～現在建設中の北関東自動車道へ接続する部分までで、一団の土地で

ある。また、徳丸高堰皿遺跡につV・ては、端気川の東側部分となり、調査対象となる箇所が用地買収

の関係上地続きになっていないので、北からA区、B区とした。なお、調査開始後にA区の北側に追

加調査となった箇所については、C区とした。両遺跡地周辺には、調査に伴う排土置き場が確保でき

ないため切り返しによる表土掘削を行った。調査開始当初においては、車道及び歩道部分を調査対象

としたが、平成11年6月1日付けで群馬県教育委員会から埋蔵文化財発掘調査取り扱い基準について

の通知があり、、その後の調査では歩道部分を調査対象外とした。調査面積については、鶴光路榎橋1猛

遺跡が398㎡、徳丸高堰血遺跡が893㎡、総計1，291㎡である。グリッドについては、5mピッーチでそ

の呼称は北西杭の名称を使用した。また、調査段階での方法は次のとおりである。

　1）鶴光路榎橋1遺跡並びに徳丸高堰皿遺跡は西から東へX　O－、X1、X2…　　、北から南へ

　　　Y　O、Y1、Y2、…　　と付番し、測量め基準点Xl3・・Y8の公共座標は、

　　　第IX系　＋37110．000m（X）　　一65385．000m（Y）

　　　緯度　　　　　36Q19／56”．2364　　経度　　　　　139QO6117”．7514

　　　子午線収差角　25ノ、53”．7　　　　増大率　　　　0．999953　である。

　2ン調査は各遺跡ともに表土掘削・遺構確認・杭打設・遺構掘り下げ・遺構精査・図面作成・全景

　　　写真撮影の順で行った。図面作成にあたっては、平板・簡易やり方測量を用い、通常、遺構は

　　　1／20、住居趾カマドは1／10、調査区全体図は！／40の縮尺で作成した。遺物は平面分布図を作

　　　成し、台帳に各種記載をし収納した。包含層の遺物は、グリッド単位で収納したが、重要遺物

　　　については分布図・遺物台帳に記載を行って収納した。

2．調査経過

　本調査は、平成11年6月2日に着手し平成11年11月10日に終了した。6月2日、鶴光路榎橋H遺跡

西半分、徳丸高堰皿遺跡A区・B区の北半分の表土掘削を開始。プラン確認の結果、鶴光路榎橋1遺

跡からは竪穴住居玩、溝、土坑などが検出された。徳丸高堰皿遺跡では、溝が確認された9調査着手

後1ケ月ほどした頃から本格的な梅雨に入1り、現場では調査区に溜まった水を抜きながらの作業となっ

た。各調査箇所で精査を行い、図面及び全景写真の撮影を済ませ、7月28日に徳丸高堰皿遺跡、8月

4日に鶴光路榎橋H遺跡における半面の調査を終了した。埋め戻しが完了した後、・まず徳丸高堰皿遺

跡A区の南半分の表土掘削を行った。しかし、遺構が確認されず平面図及び全景写真を撮影し、その

まま埋め戻しとなった。続いて鶴光路榎橋H遺跡東側と徳丸高堰III遺跡において追加調査となり未着

手だったC区の全面表土掘削を併せて開始した。新たに掘削した調査区からは、竪穴住居趾、ピット

群、多数の溝などが検出された。鶴光路榎橋H遺跡東側では10月1日にハイライダニによる全景写真

を撮り、調査は終了となった。また、徳丸高堰皿遺跡C区の溝や住居玩の調査を進めると同時に、一

部2面目の表土掘削を実施した。結果、掘立柱建物と考えられる遺構が検出された。同時に、徳丸高

5



堰皿遺跡B区南側の表土掘削も併せて行われた。ここでは、北半分を調査した際検出した溝の続きが

確認された。11月5日に徳丸高堰皿遺跡B区、C区をハイライダーによる全景写真を撮影し本年度の

調査を終了した。その後、二之宮町地内の城南収蔵庫において報告書作成に向けて整理作業に入った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口
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調査区設定図
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IV　鶴光路榎橋豆遺跡

1　遺構と遺物

　本遺跡から検出された遺構は竪穴住居趾が10軒、土坑3基、溝4条である。．

　調査地は宅地と畑作地で、端気川の西側微高地に立地する。遺構面は建物の基礎工事などのかく乱

や、耕作による削平で遺構の確認は困難を極めた。検出された遺構は出土遺物などから平安時代と近

世の2時期に分類することができる。特に多いのは平安時代の遺構で、溝が1条、竪穴住居趾が10軒

である。その他にピヅト群や土坑等を含め、9世紐後半の集落跡と考えられる。

　近世の溝からは遺物がほとんど検出されず、正確な時期の判定は困難であるが、溝の埋土を洗い出

したところ浅間山のものと考えられる軽石（浅間Aテフラ〉が多く含まれることから、1783年（天明

3年）め浅間山噴火から．遠くない時期に埋没した遺構である可能性が高い。

（1）　竪穴住居趾

H－1号住居趾（Fig．6・Flo・11、PL．1・・2・・4・5・6）

◎位置　X11～12、一Y8グリッド　◎面積　16．41㎡　◎方位　N－82。一E　◎形状　東西に延びる

長方形6長軸4．42m、短軸3．75m、壁高7cm。　◎床面　ほぼ平坦な床面。住居南東隅に貯蔵穴を検

出。　◎竈　東壁やや南寄りに設置。全長64cm、焚口幅69cm方位　N－900－E。　◎重複　H－2

と北壁で重複する．。本遺構の方が古い。　◎遺物　総数299点。土師圷、須恵高台境などが出土。他

に灰粕高台境や台付き甕なども見られた。　◎備考　覆土や出土遺物から本住居阯は9世紀後半と考

えられる。

H－2号住居趾（Fig．一6・11　PL．2・6・7）

◎位置　xl1～12、Y7～8グリツド　◎面積　10．20㎡　◎方位　N－850－E　◎形状　長方形。

長軸3．52m、短軸2．80m、壁高10c血。　◎床面　ほぼ平坦な床面。住居南東隅に貯蔵穴を検出。

◎竈　東壁やや北寄りに設置。全長84cm、焚口幅68cm方位　N－79Q－E。　◎重複　H－1を切る。

◎遺物　総数382点。土師圷、須専圷、須恵高台皿などが出土。　◎備考　覆土㍗出土遺物から本住

居趾は9世紀末と考えられる・

H－3号住居玩（Fig．7・12．PL．2・7）

◎位置　Xl1～12・Y6～7グリッド　◎面積　12・03㎡　◎方位　N－8go－E．◎形状　方形・

長軸3．78m、短軸3。12m、壁高8cm・　◎床面　ほぼ平坦な床面。　◎窺　東壁の、南端に設置。全長

62cm、焚口幅57cm方位　N－920－E。　◎遺物　総数77点。土師」不、須恵圷が出土・　◎備考　覆

土や出土遺物から本住居玩は9世紀末と考えられる。

H－4号住居趾（Fig．7・12　PL．2・7・8）

◎位置　X13、Y5～6グリッド　◎面積　7．54㎡　◎方位　N－83。一E　◎形状　北西角部分が

調査区外のため確認できないが、ほぼ方形と考えられる。長軸3．02m、短軸2．77m、壁高12cm。
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◎床面　ほぼ平坦な床面。住居南東隅に貯蔵穴を検出。　◎竈　東壁やや南寄りに設置。全長21cm、

焚口幅60cm方位　N－920－E。’◎重複　カマド先端部分をH－5に切られる。　◎遺物　総数330

点。　◎備考　覆土や出土遺物から本住居趾は9世紀末と考えられる。

H－5号住居量（Fig．7　PL．3）

◎位置　X！3～14、Y6グリッド　◎面積　3．74㎡　◎方位　N－72。一E　◎形状　北側半分が調

査区外のため不明。長軸2．18m、短軸1．20m～壁高11cm。　◎床面　ほぼ平坦な床面。　◎竈　東壁

に設置されているが、調査区内で確認できるのは一部。　◎重複　H－4の竈先端部分を切る。

◎遺物　総数185点。　◎備考　覆土や出土遺物から本住居趾は9世紀末と考えられる。

耳一6号住居量（Fig・8・12　PL・3・8・）

◎位置　X14～15、Y6グリッド　◎面積　10．27㎡　Q方位　N－770－E　◎形状1北西から南東

方向の長方形。長軸3．46m、短軸3．07m、壁高6cm。　◎床面　ほぼ平坦な床面。住居南東隅に貯蔵

穴を検出。　◎竈　東壁ほぼ中央に設置。全長48cm、焚口幅48cm方位　N－810－E。　◎重複　H－

10の大半と重複する。本遺構の方が新しい。　◎遺物　総数37点。．◎備考　覆土や出土遺物から本

住居趾は9世紀末と考えられる。

H－7号住居；吐（Fig・8・12）

◎位置　X、14～15、Y6㌻7グリッド　◎面積　4．40㎡　◎方位　N－800－E　◎形状　東西に延

びる長方形。長軸2．35m、短軸1．98m、壁高8cm。’◎床面　ほぼ平坦な床面。　◎竈　東壁南寄り

に設置。全長21cm、焚口幅32cm方位　N－7go－E。◎重複　H－6に北壁の一部を切られる。

◎遺物　総数25点。　◎備考　覆土や出土遺物から本住居趾は9世紀後半と考えられる。

H一ε号住居趾（Fig．、81PL．3）

◎位置　X15、Y5グリッド・◎面積　3．71㎡　◎方位『N－680－E　．◎形状　北側部分が調査区

外のため不明。長軸2．44m、短軸1．62m、壁高4cm。　◎床面　ほぼ平坦な床面。　◎遺物　総数185

点。　◎備考・覆土や出土遺物から本住居杜は9世紀末と考えられる。

H－9号住居量（病g．8・12　PL．3・8）

◎位置　X16、Y6グリッド　◎面積　7118㎡　◎方位　Nτ220－W　◎形状　東半分が撹乱によ

り不明。長軸3．10m、短軸2．40m、壁高7画。　◎床面　ほぼ平坦な床面。　◎遺物　総数174点。

土師杯、須恵高台椀、須恵高台皿などが出土。　◎備考　覆土や出土遺物から本住居趾は9世紀末と

考えられる。

H－10号住居阯（Fig．8・12　pL．3・8）

◎位置　X14～15、Y5～6グリッド　◎面積7．85㎡　◎方位　N－820－E　◎形状　南北に延

びる長方形。長軸3．12m、短軸2．50即、壁高1cm。　◎床面　ほぼ平坦な床面。　◎竈　東壁にほぼ，

中央に設置。全長64cm、焚口幅29cm方位　N－7go一耳　◎重複　H－6と大半が重複しており、北

側の一部が残存。本遺構の方が古い。　◎遺物　総数58点　◎備考　覆土や出土遺物から本住居趾は

9世紀末と考えられる。
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（2）土 坑

D－1号土坑・（Fig．9　PL．3）

◎位置　X12、Y8グリッド　◎形状　楕円形。長径786m、短径61¢血、深『さ2f．56mを測る占

◎遺物　なし5・◎備考∵覆土から近世の遺構と考えられる。．

D－2号土坑（Fig．9）

◎位置　X・13、Y7㌘8グリッド　◎形状　楕円形6長径74cm、短径62cm、深さ12、5c血を測る。’

◎遺物　総数25点。君◎備考　覆土や出土遺物から平安時代の遺構と考えられる6縮，ご．キ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧「，穿ぐ，．∴ぢ曾

D一3号土坑一（Fig．9）・

9位置・・x13、Y7グリッド　◎形状　円形・長径68cm、短径67cm、深さ1％c卑を測る。・

◎遺物　総数13点。　◎備考　覆土や出土遺物から平安時代の遺構と考えられる。

（3） 溝

w－1号溝『（Fig．9　PL．3）

◎位置X9～1q、Y6～9グリッド◎方位N－190－W◎形状等調査区西端に位置し｛南
北に横切る。断面はU字形を呈し、上幅58cm～68c瓜1下幅36cm触46c血、・深』さ『17、5cm斜26cm、長ざ15．60

mを測る。　』◎遺物　総数6点。［，◎備考』・覆土や出土遺物から近世の遺構と考えられる。・

w－2号溝（Fig．9・PL．3）、　｝・　・　1『・，．、、、皆∵1』　∫・“　．・3』

◎位置　X10～11、Y6～9グリッド◎方位r』N十180一W菜◎形状等　調査区西部を南北に横切

る。断面はU字形を呈し、上幅96cm～132cm、下幅4Qcm糧58c瓜深さ19em～40．5cm、長さ12．60・ηを測

る。　◎重複　W－3に切られる。本遺構の方が古い。ず『1◎遺物・総数114点。　◎備考　覆土や出

土遺物から近世の遺構と考えられる。

w－3号溝（Fig．．9）・

◎位置　X10～11、Y7～9グリツド　◎方位　N－180－W　◎形状等　W－2号溝に接し平行し

て南北に横切る。断面はV字形を呈し、上幅43cm～61¢m、下幅14cm～24c血、深さ20．5cm～39．5cm、、長

さ12．59mを測る。　◎遺物・なし。『　◎備考　本遺構の時期は不明。．　　　　　1　　　『『‘

w－4琴溝くFig69・42．PL・『 3）

◎位置、X10、、Y7～9グリッド◎方位．N一、50－W・一◎形状等調査区西部に位置し、・南北方

向に走っているが北側部分はW－2号溝によって切られている。断面はV字形を呈し、上幅80魔記94

cm～下幅30cm～48cm、・深さ27cm～31cm～長さ7．82mを測る。，◎重複　W乙2号溝に切られる。本遺

構の方が古い。　◎遺物　総数103点。　◎備考　覆土や出土遺物から9世紀末の遺構と考えられる。

（4）　グリ．ッド等出土遺物、

　主に奈良・平安時代遺構面から小破片を含め総数13，418点の遺物が出土した。
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2　考 察

（1）平安時代砂遺構と遺物について

　本遺跡地は端気川有岸に接する微高地に立地するる調査匿のほぼ全域から竪穴住居；吐を中心とする

臼平安時代の遺構が検出された。当該期遺構は竪穴住居肚10軒、土抗2基、溝1条が検出され、集落の

一部の様相を呈する。以下は遺構、出土遺物の概要である。

　出‡した遺物などから、これらの住居群は9世紀第3四半期から同第4四半期までという、ごく短

い期問に営まれたものであること’が言・える。最も早い時期に形成されたと考えられるのがH－11・7

の2軒で9世紀第3四半期に該当する。他の住居趾は全て9世紀第4四半期と考えられる。住居の形

状は方形のものと、縦長若しくは横長の長方形を呈し、竈の位置は東壁中央寄りか南壁寄りに』設置さ

れる。住居の規模は、長軸4．42m、短軸3．75m、面積16．41㎡のH－1が最大で、長軸2．35m、短軸

1．98m、面積4．40㎡のH蝋7が最小である。全体の規模がほぼ把握できるH－1～4・6・7・10の

平均値は長軸3．38m、短軸2．86m、面積9．82㎡である。住居の傾きはおおよそ一定のもので、住居の

各辺がほぼ正方位と平行若しくは垂直の関係にある。次に集落域の問題であるが、H－1．～3のライ

ンから西に住居が検出されないことから集落の西限り可能性がある。東西軸Y7ラィンあたりを境と

して北側に住居が集中することかち、さらに北側に集落が続くと想定される。Y7ラインから南側は、

．遺物片の散布が認められたが竪穴住居は少なく、広場か倉庫などの雑舎を配置したスペースで・あろう

か。いずれにしてもさらに南に集落が広がることも考えられる。調査区東端部は大きく撹乱されてい

るが、H－9などが検出されていることから、さらに東の端気川右岸まで集落が伸びる可能性がある。』

端気川については自然流路なのか人工的に開削されたものなのか、また、いつ頃から存在していたも

のなのかば明らかではないが、周辺遺跡で検出されている条里制の名残をとどめる水田跡は、大規模

な用水路（端気川）．を活用して形成された可能性が高いと言える。

　W二4は調査区をほぼ真北から真南に走行する小規模な溝で、断面V字形を呈しぐ幅80ぺ94cm、深

さ27．～31cmを測る。出土した遺物は9世紀末のものが多く、住居群とほぼ同時期のものと考えられる。

W－4はHτ1・2・3の酉にあり、それ以西には住居は確認されないこ・とから、集落西限の区画溝

的性格を持つものであろうか。その他の該期遺構としては若干の土器片を含む土坑が2基検出された。

　最後に本集落がなぜ9世紀後半の約半世紀と言う短い期間に出現し消滅したかについて言及してお

きたい己まず、・出現期の問題だが、本県の事例では9・・10世紀は群郷制再編期で集落遺跡が増加する．

時期であり、言い換えれば人口が急増したと考えられる時期といえる『b本遺跡もそれに符合し9世紀

後半期に集落が新たに形成された例と想定される。遺跡周辺では広瀬・朝倉地区の古墳群が知られて

おり、その周辺に集落が形成されたが、奈良時代の律令制の浸透に伴い｛徐々に古積周辺以外の土地・

活用が行われるようになり新規の用水路が開設され、条理水田が形成されるとともに集落が拡大され

ていったと考えられる。’

　次に消滅時期についてであるが、』天災に拠るところが大きいのではないかど考えられる。調査区壁

面の土層を観察すると・、’平安時代遺構確認面の上層にラミナ状の洪水に関係ずるものと、思われる層が

散見されている・調査区東側に接し・現在も用水路として活用されひる鞠！liがそ曙犀に加た．

可能性がある。河川が近くに無いとしても、遺跡地は後背湿地に囲まれた僅か看微高地であり、水害

の影響を蒙る可能性は非常に高かづたであろうと聾定ざれるぴ水害を受けた集落は・その後復旧され

ずに他所へ移動したと考えられる。次に本地域が活用されるのは中・近世まで侯たねばならない。以
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上のような理由で本遺跡の集落が短期間のうちに出現し、また消滅していったと考えられる。

（2）その他

以上のように本遺跡は主に平安時代の遺構群（9世紀第3四半期～第4四半期の集落跡の一部）に

より構成されることが判明したが、それ以外の時期の遺構も若干存在する。D－1、W』1・2・13

がそれで、W－3を除く遺構の覆土は軽石に富むものであるq覆土中の軽石は観察の結果、浅問A．軽

石と考えられる。時期決定の指標となりうる遺物は殆ど検出されなかうたが、土層から近世以降の所

産と考えたい。W－1とW－2は平行して走行しており、一2条一組の道路側溝の可能性がある。W－

3はW－2を切づているため後者より新しいが、軽石を含まず遺物も無いため時期決定には至らなかっ

た。

Tab．1　鶴光路榎橋1遺跡土器観察表

番号 出土位置 器　形
大　ぎさ

胎土 焼成 色　調 残　存一 器形の特徴・成形・調整技法 備　考 Fig．
口径 器高

1 H－1 土師台付甕
［12．1］

一 中粒 良好 榿 2／　3

口縁部は弱い「コ」の字を呈し横撫で。胴部下位は

緩く外傾し、中位から上位にかけて内湾して丸みを

持つ。胴部上位で横方向の箆削り、下位では縦方向

の箆削り。脚は欠損。

10

2 H：一1 土　師　甕 一 一 中粒 良好 にぶい赤褐 1／　8

底部は平底で、胴部下位はやや丸みを持ち外傾する。

胴部下位は縦方向の箆削り、底部は箆削り後撫で。

器壁は薄い。
10

3 H－　1 土　師　圷 11．6 ’3．0 細粒 良好 にぶい榿 ほぼ完形

底部は中央付近で盛り上がり、体部は浅く、口縁に

かけて直線的に開く。底部から体部は箆削り、口縁

横撫で。内面は撫で及び指頭調整が見られる。
10

4 H－1 土　師　圷
［13．3］ 3．0 中粒 良好 にぶい榿 1／　2

体部から口縁部にかけて直線的に開き、底部は平底

を呈する5口縁部は横撫でで体部は横方向の箆削り、

底部も箆削りを施す。
10．

『5

H－1 土　師　圷
’
1
2
． 1 4．0 中粒 良好 榿 ほぼ完形

底部僅かに丸みを帯び、体部から口縁にかけて直線

的に開く。口縁部は横撫で、内湾する。底部から体

部にかけ箆削り。内面撫で、指頭調整。
10

6 H－1 土　師　圷 12．5
3．1 ．細粒 良好 にぶい榿

胴・口縁は

完　　形

体部から口縁部にかけ、直線的に開き底部は平底を

呈す。口縁部は横撫で、底部・体部は箆削り。内面

撫で調整。
10

7
、 H－　1 土　師　・圷 12．4 3．7 細粒 良好 榿 完　　形

体部から口縁部にかけて直線的に開き、底部やや丸

みを帯びる。口縁部は横撫で、体部から底部は箆削

りを施す。内面撫で、指頭調整。
10

8 H－　1 土　師　圷 i1．6 3．1 細粒 極良 にぶい榿 5／　6

底部はほぼ平坦で体部は浅く、緩く内湾する。口縁

は僅かに外反し、口唇が短く直立する。口縁部横撫

で、底部から体部にかけ箆削り。内面は撫で。
10

9 H－1 須恵高台椀
．15．0 6．3 細粒 極良 褐　　・灰 ほぼ完形

鞭轍成形。体部から口縁部にかけ緩やかに内湾し、

あまり開かない。底径は広く、高台は断面四角形で

「ハ」の字状に開く。底部は回転糸切り未調整。
10

10 H－　1 土　師　圷 12．1 3．1 中粒 』良好 榿 完　　形

体部から口縁部にかけて歪み気味に直線的に開く。

底部は平底を呈する。口縁部横撫で、底部から体部

にかけて箆削り。．内面は撫で、指頭調整。
10

11
H－1 須恵高台塊

［13．7］ 5．2 中粒 良好 灰 1／　3

輔轄成形。体部から口縁部にかけ緩く外傾し、口唇

部で短く外反する。底部は回転糸切り未調整、高台

は、端部に丸みを持ち「ハ」の字状に開く。
10

12 H－　1 須恵高台塊 （12．6） 6．8 、細粒 良好．

P　［’　　冒乳、

灰， 1／　3

鞭輻成形。体部から口縁部にかけて緩く内湾する。

底部は回転糸切り未調整、高台は逆台形でやや外に
・開く。

10

13
H一1 灰粕高台境 14．2

4．7，， 中粒 良好 庚』－一．白

．　踏叩r、

2　／・3

輔輔成形。・体部はやや浅く、口唇部で外反する。底

部は回転糸切り後箆撫で、高台は逆台形を呈し端部

は丸みをを持つ。施抽は内面のみで刷毛塗り。
黒笹90号窯式

9　C　後
10
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番号 出土位置 器　形㌧
．、大　き　さ　’

胎土焼成 色　　調 残　存 『器形め特徴・成形・調整技法 備　考 Fig．
口径 器高

14 H－　1 須　恵　境 く14．8） 4．9 細粒 良好 灰 1　／　2

轄輔成形。体部から口縁部にかけて緩く内湾し、端

部で短く外反する。底部は回転糸切り未調整。　・

　　　　　　　　し
’10

15 H－1“

ζ一』一㍉

灰稿高台皿

、　　『ノ　　　L　　｛　　1

　［14、4］

　2”

2．1・

『
中
粒
、麟子

‘

灰・，　白 ↓．／・β

軽轄成形。口縁部は外反し、高台は断面四角形を呈

し、直立する。底部は回転糸切り後、箆撫で調整。 光ケ丘1号窯式

』9　C　後
10

　
6

、
↑
　
　
－
》

・　　』…　　え

、H－　11
　．　　〆　　’

　　申
須　恵　椀、 14．5 風9 細粒

　r‘　　　’

欝
良
好 育

．

灰」、 3　／、．4

輔櫨成形。鮎口縁部は僅かに外反し、体部は緩やかに

内湾する。底部は回転糸切り未調整。
11

17

　　．　　　’

Hr－1．
～’、

　ヒ』　亀
土
、

師
．
、
圷 12．4 3．7 中粒 良好 栓． 4　／　5

体部から口縁部にかけ、僅かに内湾気味に開き、底

部はやや丸みを持つ。体部及び底部は箆削りを施す。

、口縁横撫で。．内面は撫で、指頭調整。
11

18 H一、2 須恵高台皿 13．2 3．6 中粒 良好 暗赤灰 3　／　4

輔輔成形。口縁部は外反し、体部は深めで直線的に

開く。底部は回転糸切り未調整。高台は断面四角形

で端部は丸みを持ち「ハ」の字状に開く。
11

19
H－2 土師高台；碗 一 一 細粒 良好 にぶい榿 1／　2

軽轄成形。体部緩く内湾。高台は断面逆台形で端部

丸みを持ち、僅かに開く。底部は回転糸切り未調整。
11

亀20

H－2 須　恵　圷 12．7　． 4』1 細粒 極良 灰　　白 4　／　5

輔輔成形。体部は緩やかに内湾し、口縁部は外反す

る。’底部は平底を呈し、回転糸切り未調整。
11

21 H－2 須　恵　圷 12．8
、
3
．
8 細粒 良好 灰　　白 3　／　4

鞭輪成形。口縁部はやや丸みを持ち開く。底部は回

転糸切り未調整。
11

22 H－2 須　恵　圷 12．8
3．5 中粒 良好 灰 7　／　8

輔輔成形。口縁部は外反し、体部やや丸みを持ち開

く。底部は回転糸切り未調整。
11

23 H－2 土　師　圷 12．2
4．0 中粒 良好 榿 5　／　6

・体部から口縁部にかけて直線的に開き、底部は僅か

に丸みを持つ。口縁部横撫で。底部・体部は箆削り。

内面は撫で、指頭調整。．

　　　　　』～』　　　　　、

11

24
H－2 須　恵　皿 15．4

2．2 粗粒 良好 灰 1／　2

輔轄成形。口縁部外反し、口唇部は丸みを持つ。体

部は直線的に開く。底部は回転糸切り未調整。
11

25
H－2 土　師　圷 11．4

3．2 中粒 良好 榿 3　／　1

体部から口縁部にかけ外反気味に開き、底部は僅か

に丸みを持つ。体部は箆削り後撫で、内面は撫で調
整。

11

26
H－2 須恵高台皿 13．2

2．5 細粒 良好 灰　　白 3　／　4

軽輔成形。体部は直線的に開き、口縁部やや外反す

る。高台は断面逆台形で直立する。底部は回転糸切
．り未調整。

11

．27 H－2 須恵高台皿 13．5 3，1、細粒 良好 灰 4　／　5

軽輔成形。口縁部は外反し、体部僅かに丸みを持ぢ

開く。高台は丸みを帯びた断面逆台形で僅かに開く。

底部は回転糸切り後箆調整。
11

’28 H－2 土　師　圷 12．6
3．4 粗粒 良好 榿 ほぼ完形

・口縁部外反し、体部内湾気味に開き、底部は平底を

呈す。口縁部横撫で、底部・体部は箆削り。内面は

撫で調整。
11

29
H－2 須恵高台塊

［13．7］ 6．4 中粒 良好 灰 1　／　6

鞭轄成形。口縁部僅かに外反し、体部上半は直線的一

であまり開かず、下半はやや丸みを持ち開く。高台

は断面逆台形で僅かに開く。底部は回転糸切り未調
整。

11

30
H－3 須　恵　甕 21．8 一 中粒 良好 灰　． 1／　8

較輔成形。口縁部は外反し、口唇部は上下に引き出

され帯を作る。胴部上位から中位にかけ丸みを持つ。．

胴部は回転箆削りを施す。
12

31
H－3 須　恵　圷

［11．Ol 3．0 中粒 良好 灰　． 1　／　3

軽車盧成形。口縁部は短く外反し、体部は直線的に開　こ

く。底部は平底を呈す。底部回転糸切り未調整。
『12

32
H－3 土　師　圷 12．2

3．4 中粒 良好 榿 完　　形

口縁部は僅かに外反し、体部は直線的に開く己，底部

はほぼ平底を呈す。体部は箆削り後、指頭調整。内

面は撫で、・指頭調整。　　　　　　　　．

ミ

12

33
H－4 須恵高台椀

［14。4］ 5．6 粗粒 良好 榿 2　／　5

・体部は下位でやや膨らみを持ち、上位から口縁部に．

かけて直線的に開く。高台は断面三角形で直立する。
底部は回転糸切り未調整c酸化気味。、、．．、、≒、．、、、．．贈、一、、．、、

・異　岐1｝

婁
，
12
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番号 出土位置 器　形
・大　き　さ

胎土 焼成 色　調 残　存 器形の特徴・成形・調整技法 備　考 Fig．1
口径 器高1

34 H－4・ 須恵高台腕 14．7－’ 5．7 細粒 良好 にぶい榿 3　／　4

軽轄成形。口縁部は外反し、体部は直線的に開く。

高台は丸みを持つ断面逆台形を呈し開く。底部は回

転糸切り未調整。
12

35
H－6 土　師　圷

（13，2） 3．6 粗粒 良好 ．榿

2／　5

体部から口縁部にかけては直線的であまり開かない。

底部は平底を呈す。口縁部は横撫で、体部・底部は

箆削りを施す。
12

36 H一6 須　恵　・圷
［13．0］ 4．4 中粒 良好 灰黄褐 1／　3

輔轄成形。体部から口縁部にかけて直線的に開き、

底部は平底を呈す。底部は回転糸切り後撫で調整。
12

37
H－7 土　師　甕

［17．2］
一
中粒 良好 榿 口縁のみ

口縁部はほぼ「コ」の字状を呈し、口唇部で直線的

に開き、横撫で。
12

38
H－7 土　師　圷

（11，0） 3．0 中粒 良好 に’ぶ・い櫨 1／　5

胴部から口縁部にかけて直線的に開き、底部はほぼ

平底を呈す。口縁部横撫で。底部・胴部は箆削り。

内面は撫で、指頭調整が見られる。
12

39 H－9 土　師　圷 12．2
3．3 粗粒 良好 にぶい榿 4　／15

体部から口縁部にかけて内湾し、底部は僅かに丸み

を帯びる。口縁部は横撫で、底部・体部は箆削，り。

内面は撫で。
12

40 H－9 須恵高台塊
　－
14．4 一

中粒 良好 オリーブ黒

　　、
ほぼ完形

輔輔成形。体部から口縁部にかけて内湾気味に開く。

底部は回転糸切り未調整で高台は欠損する。内外面

とも黒色処理。 黒色土器 12

41
H－9 土　師　圷． 12．5

3．4 中粒 良好 榿 ほぼ完形

体部から口縁部にかけて直線的に開き、底部は平底

を呈す。口縁部は横撫で、底部・体部は箆削り。内

面は撫で、指頭調整。
12

42 H－9 須恵高台皿
（142） 3．1 中粒 良好 灰オリーブ 1／　2

較輔成形。口唇部やや外反し、体部は直線的に開く。

㌧高台は断面逆台形を呈し、・外端部が丸みを帯びる6

底部は回転糸切り未調整。
12

43
H－10須恵高台塊

／12，8） 4．9 中粒 良好 灰 1／　3

韓輔成形。口縁部は外反し、体部は下位で卑みを帯
・び、上位で直線的に闘ぐ。、高台ぼ断面潭台形を呈ヤ

Tハ」の字状に開く5底部は回転糸切り未調整。
12

44
H－10土　師　圷 12．4

3．5 中粒 良好 にぶい榿 2／　3

体部から口縁部にかけて直線的に開き、底部は平底

を呈す。口縁部横撫で¢底部、？体部は箆削り。内面

は撫で、指頭調整。
12

45
W－4 須　恵　圷 一 『 中粒 良好 灰 底部のみ

輔輔成形。体部下位は直線的に開き、底部は平底を

呈す。底部は回転糸切り未調整。
12

注）表の記載は、以下の基準で行った。

　①胎土は、細粒，（0．9mm以下）、中粒（LOmm～1．9mm以下）、粗粒（2．Omm以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名を記載した。

　②焼成は、極良、良好、不良の三段階。
　③色調は、土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976）に拠った。

　④大きさの単位はcmであり、現存値を（）、復元値を［］で示した。

Tab．2石製品観察表
番号 出土位置 器　種 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重　さ　・ 石　材 特　　　　　徴 備　考 Fig．

1 H－　1 不　　明 4．2、 3．1
一 12．29 『粗粒安山岩 ひょうたん型を呈す 12
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V　徳丸高堰皿遺跡

1　遺構と遺物

　本遺跡で検出された遺構は、竪穴住居趾5軒、掘立柱建物1棟、土坑4基、井戸1基、溝17条、落

ち込みが8基である。

　調査区は端気川東側A～C区の3カ所で、A区は宅地、B及びC区は畑作地である。

　A区で検出された遺構は、溝が2条である己うち1条は、V字ないしY字の薬研堀と考えられ、講

内から焙烙型の内耳土器や陶器碗などが出土しており、近世の遺構と考えられる。また、本調査区が

位置する前橋市南部地区においては環濠屋敷跡が多く見られ、本例もそれに類したものである可能性

がある。

　B区は本遺跡中最も標高の低い箇所であり、検出された遺構は中世から近世にかけての溝が中心で、

その他井戸等が確認されている。

　C区は端気川を挟んだ西側の鶴光路榎橋H遺跡と地形的に類似しており、A区、2区が中・近世遺

構が多いのに対し、本調査区は平安時代のものが主となる。東壁に竈を持つ竪穴住居；吐が5軒検出さ

れ、出土した遺物から10世紀のものと考えられる。また、雑舎と思われる掘立柱建物趾1棟の他に溝

も多く確認されている。なかでも、幅約3．5m、深さ約70cmを測る最も大規模な溝は、底部や側壁に

石が積まれていた形跡があり、それが崩落したと思われる大量の石が底部から見つかっている。本調

査区内の溝のほとんどが本遺構に流れ込んでおり、さらにそこからより大規模な溝（端気川の前身か）

へと通じていた可能性がある。

（1）　竪穴住居趾

H－1号住居阯（Fig．1693　PL．10・17）

◎位置　X26、Y6グリッド　◎面積　8．53㎡　◎方位　N－640－E　◎形状　正方形。長軸3．06

m、短軸3．00m、壁高2cm。　◎床面　ほぼ平坦な床面。住居東隅に貯蔵穴を検出。　◎竈　東壁の

やや南寄りに設置。全長69cm、焚口幅42cm方位　N－62Q－E。　◎重複　W－11に切られる。

◎遺物　総数52点。　◎備考　覆土や出土遺物から本住居趾は9世紀末と考えられる。

H－2号住居趾（Fig．16・23・27PL．10・23）

◎位置　X26～27、Y5～6グリッ．ド　◎面積　8．71㎡　◎方位　N－64Q－E◎形状　北西から一

南東方向の長方形。長軸3．28m、短軸2．71m、壁高2cm。　◎床面　ほぼ平坦な床面。住居の外側四

隅に柱穴を検出。また、住居内の東隅と西隅に貯蔵穴を2基検出。　◎竈　東壁南寄りに設置。全長

63cm、焚口幅41cm方位　N－5go－E。◎重複　W－f2を切っている。　◎遺物　総数173点5

◎備考　覆土や出土遺物から本住居趾は9世紀末と考えられる。

H－3号住居趾（Fig．17PL．11）

◎位置　X24、Y5グリッ、ド．◎面積　1．62㎡　◎方位　N－610－E　◎形状　大部分が調査区外

のため不明。長軸1．30血、短軸1．25m、壁高3．5cm。　◎床面　ほぼ平坦な床面。　◎竈　東壁に設置。

全長27cm、焚口幅44cm方位　N－62？一E。　◎遺物　総数5点。

30



H－4号住居趾（Fig．17・23PL．11・．17）

◎位置　X26、Y4～5グリッド’◎面積　4．17㎡　◎方位　N－610一』E　◎形状　東側が溝に切

られているため不明。長軸2．86rh、短軸1．56m、壁高5cm。　◎床面　ほぼ平坦な床面。東壁の南端

に貯蔵穴を検出。　◎竈　東壁に設置。全長63cm、焚口幅45cm方位　N－640－E。　◎重複　W一．

12に切られる。　◎遺物　総数82点。　◎備考　覆土や出土遺物から本住居趾は9世紀末と考えられ

る。

、　　H－5号住居玩（Fig．17・23、PL．11・17）

　　◎位置　X30～31、Y8グリッド、◎面積　7．40㎡　◎方位　N－91。一E　◎形状　正方形。長軸・

　　2．87m、短軸2．44m、壁高6cm。　◎床面　ほぼ平坦な床面。住居南東の隅に貯蔵穴を二基検出己

　　◎竈　東壁やや兆寄りに設置。全長100cm、焚口幅42cm方位．N－36Q－E。　◎重複　W－6に切

　　られる。　◎遺物－総数424点。　◎備考　覆土や出土遺物から本住居趾は9世紀末と考えられる。

（2）　掘立柱建物

K－1号掘立柱建物（Fig．18　PL．11）

◎位置　X29～30、Y7～8グリッド　◎面積・10．63㎡　◎方位　N－320－W◎形状等　東西

3．14m、南北3．36mの方形を呈す。柱問寸法は南北の西辺3．24m、東辺3．46m。東西は北辺3．18卑、南

辺3．11mである。　◎柱穴　6基の柱穴を検出。ほぼ円形の平面を呈し、掘方の断面は円筒形に近い。

長径28～58cm、短径26～49cm、深さ7．5～24．5cm、底面標高77．72m～77．84mを測る。・

（3）土　　　坑

D－1号土坑（Fig．18）

◎位置　X30、Y7グリッド　◎形状　楕円形。長径53cm、短径41cm、深さ24cmを測る。

◎遺物『なし。　◎備考　覆土から平安時代の遺構と考えられる。

D－2号土坑（Fig．18）

◎位置　X31、Y8グリッド　◎形状　楕円形。長径77cm、』短径62cm、深さ6．5cmを測る。

◎遺物総数20点。　◎備考　覆土や出土遺物から平安時代の遺構と考えられる。

D－3号土坑（Fig．18）

◎位置　X42、Y20グリッド　◎形状　円形。長径88cm、短径80cm、深さ2LOcmを測る。

◎遺物　なし。

D－4号土坑（Fig48）

一◎位置　X43、Y21グリッド　◎形状　円形。長径94cm、短径92cm、深さ33．Ocmを測る。

◎遺物　なし。

（4），井　　　戸

1－1号井戸（Fig．18　PL．11）

◎位置　X41～42、Y19～20グリッド　◎形状　円形。長径98cm、短径88cm、深さ151cmを測る。
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◎遺物　なし。　◎備考　本遺構の時期は不明。

（5） 溝

w－1号溝（Fig．19・23・27・29PL．12・17・18・22）

◎位置　X41～42、Y19～20グリッド　◎方位　N－19。一W　◎形状等　B区西部に位置し、調査

区内ではその一部が確認されるのみで形状ははっきりしないが、北西から南東方向に走りB区西角で

ほぼ直角に西へ折れ曲がっている。断面はU字形を呈し、上幅170cm～232cm、下幅40cm～88cm、深さ

43cm～53．5c血、長さ10．08mを測る。◎遺物　総数125点。播鉢、土師質皿などが出土。　◎備考　覆

土や出土遺物から中世の遺構と考えられる。

W－2号溝（Fig．19・24628・29PL．i3．・18・22・23）
『
◎
位
置
　 X42～45、Y18～22グリッド．◎方位　N－280－W　◎形状等　．B区を南北の対角線状に

横切る。、断面はU字形を呈し、上幅260cm、下幅42cm～100cm、深さ53cm～76．5cm、長さ25．61mを測

る。　◎重複　W－4に切られる。本遺構の方が古い。　◎遺物　総数256点。土師質皿、内耳鍋が

出土。また、五輪塔の一部（空風輪や水輪）が数点出土。　◎備考　覆土や出土遺物から中～近世の

遺構と考えられる。

w－3号溝（Fig．20・24PL．13・19）

◎位置　X34、Y9グリッド　◎方位　N－620－E　◎形状等　A区東側に位竃するが、途中で途

切れている。断面はU字形を呈し、上幅44cm～82cm、下幅17qm～24cm、深さ10cm～24cm、長さ3．33m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
を測る。　◎遺物　総数72点。灰粕境、、油受皿などが出土6　◎備考　覆土や出土遺物から近世の遺

構と考えられる。・

w－4号溝（Fig．19・29PL．13・23）

◎位置　X43～45、Y19～22グリッド　◎方位　N－300－W　◎形状等　B区内をW－2号溝に東

側で接し平行する形で横切っている。断面はU字形を呈し、上幅303cm、下幅44cm～79cm、深さ85．5

cm～95cm、長さ19．41mを測るg　◎重複　W－2を切る。　◎遺物　総数193点。．《）備考　出土遺

物か．ら近・現代の遺構と考えられる。

w－5号溝（Fig』20・24・25・29PL．14・19・20・21・23）

◎位置　X32～35，Y9～11グリッド　◎方位　N－520－E　◎形状等　A区を東西に横切る。ま

たA区のほぼ中央でクランク状に折れ曲がっている。断面はY字またはV字形を呈し、上幅202cm～

322cm、下幅30cm～50cm、深さ50．5cm～90cm、長さ15．61mを測る。　◎遺物　総数126点。陶磁器片

が多数出土。その他、内耳焙烙等も見られた。　◎備考　覆土や出土遺物から近世の遺構と考えられ

る。

w－6号溝（Fig．20・25）

◎位置　X29～31、Y6～9グリッド　◎方位　N－320－W　◎形状等　C区東側に位置し、南北

に走り南部分は撹乱に切られている。断面はU字形を呈し、上幅62cm～140cm、下幅30cm～76cm、深

さ10．5cm～15．5cm、長さ15．71mを測る。　◎重複　H－5を切っている。　◎遺物　総数189点。
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◎備考　覆土や出土遺物かろ平安時代の遺構と考えられる・

w－7号溝（Fig．21・25』・26・27PL．15・46・21・23）

◎位置　X26～28、Y6～7グリッド　◎方位　N－640－E　◎形状等　C区の中央に位置し南西

に延びている。本遺跡中で最も大規模な溝で、底部には当．時壁面を覆っていたであろうと思われる大

量の石が確認された。また、本遺構には他の溝が数条流れ込んでいたと考えられる。断面はU字形を

呈し、上幅328cm～494cm、下幅20cm～76cm、深さ66面～94cm、長さ6．27mを測る。　◎重複　Wr10、

W－11、W－12。、◎遺物　総数8，126点。須恵高台境、，灰紬高台皿、」不などが串土。　◎備考　覆

土や出土遺物から9世紀末の遺構と考えられる。

w－8号溝（Fig．21・26PL．16・21・23）

◎位置　X27～28、・Y5～7グリッ．ド　◎形状等　C区中央で、W－7を回り込む形で南北に走る。

断面はU字形を呈し、’上幅36cm～138cm、下幅12cm～82cm、深さ8．5cm～34cm、長さ11．88mを測る。

◎重複　W－9を切る。　◎遺物　総数460点。土師台付甕などが出土。　◎備考　覆土や出土遺物

から9世紀末～10世紀初頭の遺構と考えられる6

w－9号溝（Fig．21）

◎位置　X27～28、Y6グリッド　◎方位　N－15。一W◎形状等　上幅48cm～60cm、下幅20cm～

30cm、深さ22cm、長さ1．51mを測る。　◎遺物　総数80点。　◎備考　9世紀後半か？

w－10号溝（Fig．21）

◎位置　X27～28、Y5～6グリッド　◎方位　N－370－W　◎形状等一C区西側北壁から南東方

向に延び、W－7に注ぐ。上幅42cm～60cm、下幅16cm～20cm、深さ12cm～25cm、・長さ6．58mを測る1。．

◎遺物　総数28点。　◎備考　覆土や出土遺物から平安時代の遺構と考えられる。

、W－11号溝（Fig．21〉’・

◎位置　X26～27、Y5～6グリッド　◎方位　N－370－W　◎形状等　C区西側で北西の壁から

南東方向に延び、W－7に注ぐ。断面はU字形を呈し、上幅56cm～99cm、下幅15cm～38cm、深さ6．5

cmる15．5cm、長さ11．56mを測る。　◎重複　H－1を切る。　◎遺物　総数16点。　『◎備考　覆土

や出土遺物から平安時代の遺構と考えられるq

w－12号溝（Fig．21・26）

◎位置　X26～27、Y5～6グリッド　◎方位　N－310－W　◎形状等　W－11にほぼ並行する形

で北西壁から南東方向に走りW－7に注ぐ。断面はU字形を呈し、上幅58em～114cm、下幅22cm～60

cm、深さ7．5cm～20cm、長さ13．00mを測る。　◎重複　H－2に切られる。　◎遺物　総数84点。長

頸壷の口縁部が出土。　◎備考　覆土や出土遺物から平安時代の遺構と考えられる。

w－13号構（Fig．19・27PL．16）

◎位置　X15～16、Y20～22グリッド　◎方位　Nr330－W　◎形状等　B区東側南東壁から出て

北西に延び、途中で途切れる。断面はU字形を呈し、上幅28cm～44cm、下幅12cm～24cm、深さ5cm～
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13cm、長さ9．25mを測る。◎遺物

られる。

総数3点。　◎備考・覆土や出土遺物から江戸時代の遺構と考え

w－14号溝（Fig．21）

◎位置『琴28～29、Y6グリッド　◎方位　N－750－E　◎形状等　C区のほぼ中央で東西に走る。

上幅30cm～38cm、下幅12cm～18cm、深さ5．5cm～11．5cm、長さ4．92mを測る。　◎重複Wr6、W－

8に切られる。　◎遺物・なし。　◎備考　覆土から平安時代の遺構と考えられる。

w－15号溝（Fig．22PL．16）

◎位置　X43、Y21グリッド，◎方位　N－7go－W　◎形状等　B区中央の西壁から東へ向かって

延び、W－16に接する。上幅38cm～50cm、下幅166m～30cm、深さ15cm～28cm、長さ2．06mを測る。

’◎重複　W－16に切られる。　◎遺物　なし。　◎備考　遺構の時期は不明。

w－16号溝’（Fig．22PL．16）

◎位置　X43～44、Y21～22グリッド　◎方位　N－270－W　◎形状等　B区中央西側に位置し、

南北方向に走り北側は途切れる。上幅44cm～96cm、下幅18cm～28cm、深さ15．5㎝～27cm、長さ5．29m

を測る。　◎重複　W－15を切る。　◎遺物　総数2点。　◎備考　遺構の時期は不明。

w－17号溝（Fig．22PL．16）

◎位置　X44、Y21～22グリッド　◎方位　N－300－W　◎形状等　W－16の東側で並行するが、

北側は途切れる。断面はv字形を呈し、上幅80cm～86cm、下幅42cm～49cm、深さ12．5cm～26cml長さ

3．07mを測る。　◎遺物　なし。P◎備考　遺構の時期は不明。

（6）落　込　み、

O－1号落込み（Fig．22）

◎位置　X28、Y5グリッド　◎形状，北側が調査区外のため不明。長径156cm、短径67cm、深さ16

cmを測る。　◎遺物　総数25点。　◎備考　覆土や出土遺物から平安時代の遺構と考えられる。

o一．2号落込み（Fig．22）

◎位置　X29、Y8グリ、ッド

◎遺物　総数4点。　◎備考

◎形状　不整形。長径88cm、短径64cm、深さ5cmを測る。

覆土や出土遺物から平安時代の遺構と考えられる。

o－3号落込み（Fig．22）

◎位置　X30、Y8グリッド　◎形状　正方形。長径138cm、短径132cm、深さ6cmを測る。

◎遺物　なし。　◎備考　覆土から平安時代の遺構と考えられる。

o－4号落込み（Fig．22）

◎位置　X30、Y8グリッド◎形状　不整形。長径56cm、短径54cm、深さ10．5cmを測る。

◎遺物　なし。　◎備考、覆土から平安時代の遺構と考えられる。

／
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o－5号落込み（Fig．22），

◎位置　X31、Y8グリッド

◎遺物　総数14点。　◎備考

◎形状、円形・長径90cm・短径76cm・深さ5・5cmを測る・

覆土や出土遺物から平安時代ゐ遺構と考えられる。

o－6号落込遜（Fig．．22）、

◎位置　X30、Y7グリッド　◎形状F円形。長径71cm、短径62cm、深さ7．5cmを測る。・

◎遺物　総数10点。　◎備考臼覆土や出土遺物から平安時代の遺構，と考えられる。

（）一7号落込み（Fig．22）

◎位置　X29～’30、．Y6グリッド　◎形状　北側が調査区外のため不明。長径203cm、短径64cm、深

さ6．5cmを測る。　◎遺物　総数38点。　◎備考’覆土や出土遺物から平安時代の遺構と考えられる。

o－8号落込み（Fig．22）

◎位置　X26、Y4～5グリッド　◎形状　北側が調査区外のため不明。長径64cm、短径46cm、深さ

6cmを測る。　◎遺物　なし。『◎備考　覆土から平妄時代の遺構と考えられる。

（7）　グリッド等出土遺物

　奈良・平安時代～中・近世遺構面から小破片を含め総数3，113点の遺物が出土した。
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2　考 察

（1）　平安時代の遺構と遺物について

当該期遺構はC区で検出された。C区と、遺跡南端の微高地で同時期の遺構が検出された鶴光路榎

橋1遺跡とは端気川を挟み隣接している。検出遺構は竪穴住居吐5軒、掘立柱建物！棟、土抗2基、

溝7条、落ち込み8基であった。

　全ての住居玩で竈が確認された。竈の設置位置は東壁の南寄り、または中央部付近である。出土遺

物には土師器甕・杯、須恵器椀・杯などである。台付のものを含む甕類は口縁部がやや崩れた「コ」

の字状を呈する。土師器杯は底径がやや小さく、体部から口縁部にかけて直線的に開く。須恵器高台

付椀は器高がやや低く底径が小さい。焼成は酸化気味のものと半還元気味のものがある5本遺跡の住

居群は、これらの遺物の特徴や羽釜の出土がないことから、羽釜出現以前の9世紀第4四半期のもの

と考えられる。

　本調査区の特異な点は溝の多さと言える。なかでも特筆すべきはW－7で、溝の断面はU字形を呈

し、幅3．28～4．94m、深さ66～94cm、確認長6．27mを測る。

W－7は周辺の小溝群が流れ込む地点から始まり調査区南壁に出る。小溝群が北西から南東に流れ込

んでいるのに対して、本遺構は北東から南西に走行する。水の流し込み口付近の底部及び側壁から、

補強に用いたと考えられる大小の石が多量に出土したことから人為性が認めちれる。前に述べたとお

り、W－7は走行してすぐに調査区外に出るため、総延長距離は不明であるが、調査区と並走するよ

うに北西から南東に走る端気川まで延びる、或いは直交する可能性も考えられる。当該時期にすでに

端気川、或いはその前身となる溝が存在したかは解明できないが、本遺構との深い関わりが想定され

る。との事の解明は隣接地点の今後の調査に期待するところが大きい。主な出土遺物は須恵器甕」高

台付椀、杯、土師器杯、灰粕高台付皿などである。『土製品では土錘が多く、図示でき1たものだけでも

5点に上る。周辺1の住居や溝でも土錘が出土しており、付近で漁労活動が行われていた可能性が高い。

周知のように、土錘は漁に使用する網の錘であり、当時から漁を行う河川が近在していたことを想定

させる。その河川が端気川であった可能性は商いと言える。いずれにし，ろ、本遺跡が河川と深い関わ

りを持っていたことが想像される。本遺構の遺物からは、住居肚の年代と重なる9世紀末～10世紀前

半の年代観が得られた。

（2）　中・近世の遺構と遺物について

　中世から近世にかけての遺構はA・B区で確認された。検出遺構の内訳は土坑2基、溝6条である。

W－1はB区北西隅に位置する溝で、断面U字形を呈し、上幅1．7～2．32m、深さ43～53．5cmを測る。

L字形のコーナー部のみの検出であったため確認できた総延長は10．08mに止まった。溝の大部分は

南西方向の調査区外にあると考えられるが、コーナー付近で少なからぬ遺物が出土し遺構の時期決定

の根拠となった。

　遺物は土師質皿、播鉢、火鉢、銭貨、砥石などが出土．した。銭貨以外は在地系のものが主体である。

土師質皿は鞭韓成形で平底を呈し1．焼成状態は半還元気味のものと酸化気味のものがある。口縁はや

や外に開き底径が広く器肉は薄い。体部は深めだが器高がやや減じる段階の15世紀後半から16世紀末

に収まるものと考えられる。播鉢は還元焔焼成のため灰色に焼き締まった所謂軟質陶器である。平坦

でやや丸みを帯びた口唇端部は外側に傾く。器肉はやや厚く器高は深めで体部は外傾する。上野では
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14世紀後半代に内耳土鍋が出現するが、本遺構からは検出されなかった。銭貨は中世に多く流通した

渡来銭（煕寧元宝　北宋　1068年）で、皇宋通宝、元豊通宝などとともに13世紀から15世紀代を中心

に江戸期まで見られるものである。これらの遺物から総合的にみた本遺構の時期は中世後期と考えら

れる。

　B区を北西から南東に横切るW－2は、断面U字形で幅約2．6m、深さ53～76cm、長さ25．61n1を測

る。本遺構に平行する形で後世に造り替えられたと考えられるW－4に、東側の立ち上り部から上を

壊される。底部に砂礫層が存在することや、堰状の石積み遺構が確認されたため通水していたと考え

られるあ遺物から本遺構は中世後期～江戸時代前期に機能していたものと考えられる。遺物は土師質F

皿、内耳土器、陶磁器類、石造物、砥石などである。溝底部で検出された磁器染付皿は口縁から底部

にかけての破片で、高台は外底部を削り込んだ碁笥底で砂が付着し、口縁は内湾気味である。呉須に

よる染付部は淡青から藍で、わずかに青色を帯びた透明粕が上掛けされる。文様は内面に解読不能な

文字が、外面にも何らかの文字か文様が施される。中国の主仁明代で大量生産されている景徳鎮窯系

の青花皿と考えられる。所産時期は15世紀後半～16世紀前半と推定される。在地系の土器では鍋型の

内耳土器がある。還元焔焼成で灰色を帯びる、いわゆる軟質陶器で、胴部は深く、僅かに内湾し、断

面楕円形を呈する丁寧な造りの内耳を持つ。中世後期の所産と考えられる。石造物は五輪塔が多く、

空風輪4個体、水輪1個体が出土した。空風輪の一つに砂岩製のものがあり、風輪部に梵字で「因業」

を意味する・「カ」が刻まれており、金箔とそれを定着させる漆が残存する。五輪塔の出土量の多さは

付近に墓地や寺院の存在が想定される。他には石臼が出土しており、、これは磨耗が激しく片減りを・し

ており、引き手穴の付け替えの痕跡が残る。このような使い込みかたは中世の例に多いと言われる。

埋土の上層部には浅間Aテフラ（As－C，天明3年，1783年）の多く含まれる層があり、Aテフラ降

下時にはおおよそ埋没していた・と考えられる。出土遺物などから本遺構は中世後期～江戸時代前期に

機能していたものと推定される。

　W－2の一部を壊して並走するかたちで構築されたW－4は、浅間Aテフラ層を切っており、同テ

フラ降下以降のものと考えられる。遺物は近世の陶磁器片から現代のものまであり、当該期間に使用

されていたものと考えられる。土層中には、W－4に見られた浅間Aテフラ層は認められず、近世で

もAテフラ降下以降のものと考えられる。

　A区で検出されたW－5．は調査区南側を北東から南西に走り、中央部で鉤の手に曲がる。断面はV

字状で薬研堀である。規模は、上幅2．01～3．22m、下幅30～50cm、深さ50．9～90cm、総延長15．61mを

測る。溝の走行の仕方や薬研堀であることから、環濠屋敷の濠である可能性が高い。水の流れた形跡

は無く、溝の東端で底部が隆起し土橋の形跡を残す。遺物は溝の西半部の南斜面寄りの底部から、な

だれ落ちるように出土していることや、北側のC区で該期遺構が認められなかったため、溝の南東方

向に居住域が想定される。本調査区は宅地であったため、撹乱部が多く、遺構構築層の上層が削平さ

れた上に客土されており、建物や土塁の痕跡等の確認には至らなかった。遺物は焙烙型の内耳土器が

2個体、瀬戸・美濃系の陶器類、肥前系陶磁器類、砥石などが出土した。内耳土器は周知のごとく中

世の遺構でよく見られる煮炊具の一種で、今回出土した2点は焙烙形のそれで鞭輔調整、酸化焔焼成

のものである。平底ぞ体部がやや外傾または緩やかに内湾し外側面が黒く燥され、内耳の下端が底部

に着くう．ごく．器高の浅いもので、17世紀（江戸期）に位置づけられるσ

　陶器は碗、皿、鉢などが出土した。碗では尾呂碗、京焼風碗、呉器手碗が出土した。尾呂碗は鉄ま

たは飴粕の体部に口縁部のみ白濁する藁灰粕を上掛けした大振りで深底の茶碗で、尾張定光寺の尾呂

窯で多く産出されたことに基づき、江戸期の瀬戸・美濃地方で盛んに生産されている。呉器手碗は、
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高麗茶碗のうちの「呉器手」の碗を写した肥前唐津産の陶器で広義の京焼風陶器の範疇に含まれるも

のである。特徴は高台畳付きを除く全体に透明粕が掛けられ、表面に細かい貫入がみられる。やや高

めの高台は台形を呈し、高台内も施粕される。京焼風碗は京焼を写したものともいわれる肥前唐津産

陶器で、所謂京焼風陶器の代表的なもので南り、庫部から腰部の破片が出土した。精緻な作りの低い

削り出し高台の付く外底部中央に、径14mmの浅い円形め削りによる凹みが見られ、解読不能の刻印が

される。皿では美濃系の灰粕丸皿3点があり、内面に重ね焼痕がみられる。ほかには内面に菊の文様

の刻まれた小皿の底部が出土した。瀬戸美濃地方産出の菊皿と考えられる。鉢では白泥象嵌で文様を

施した上に透明粕を掛けた三島手の唐津鉢の破片が出土。磁器では波佐見系、肥前系の破片が出土。’

以上のように在地産のほかに瀬戸・美濃、肥前の2大生産地からの製品の流入が認められた。

　W－3’はW－5に平行する小規模な溝で、瀬戸・美濃系の蓋、灯明皿、灰粕碗など江戸期の陶器類

が出土した。・

（3）　ま　と　め

　今回の調査により、遺跡内には平安時代と中・近世の遺構群が存在することが判明した。避跡の最

北部の微高地に位置するC区は平安時代の集落域であり早くから生活域として利用されていたといえ

る。時期は鶴光路榎橋II遺跡の住居群とほぼ同時期の9世紀末と考えられる。それに対して遺跡中央

部のA区は近世の遺構が、さらに南のB区では中世と近世の遺構が確認され、C区より遅れた時期に

開発された地域と言える。BF区のW－1・2は市域においても数少ない中世遺構で貴重な例と言える。

A区で検出されたW－5は環濠屋敷の濠である可能性があり、前橋南部地区の特色を示すものど言え

・る。現在はA・B区とも盛土されA区は宅地に、C区は畑になっているがかつては低湿地であったと

考えられる。

　遺構の種類は全調査区を通して溝跡が最も多く、遺跡地の水捌けの悪さを物語る。現在、遺跡の酉

側に南流する端気川は、これらの溝とほぼ平行または直行するかたちで走行し、古くから多くの溝を

集める主流であった可能性も考えられる。

　以上のように当地域の歴史や旧地形などの一端を解明できたのは幸いであった。今回の調査は側道

部分．と言う限られた範囲であったことや、、後世の開発による撹乱、削平が多かったため、端気川と溝

群の相関関係や環濠屋敷の解明、w－1溝の性格など不明な点も残った。これらの疑問点の解明は、

今後も行われるであろう周辺地域の調査成果に期待したい。
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．Tab．3　徳丸高堰皿遺跡土器観察表

番号 出土位置 器　形
大　き　さ

胎土 焼成 色　調 残　存
．器形の特徴・成形・調整技法

備　考 Fig．
只径 器高

1 H’一　1 土　師　甕 ［12！4］
一
中粒 闘 灰　　．赤 1／　6

口縁部崩れた「コ」の字状で端部は短く外傾し、沈

線が1条入る。口縁部横撫で、胴部は上位で横方向
の箆削り。中位で縦方向の箆削り。．胴下半部以下は

欠損。

23

2 H－2 須恵高倉椀 一 一 細粒 良好 にぶい褐 底部のみ

高台は断面三角形で「ハ」の字状に開く。底部は回

転糸切り後撫で調整。
23

3 H＿2’ 台　付　甕 一 一
中粒 良好 灰　　赤 脚のみ

脚部上位で外反気味に開き、横撫で。下位は欠損。

23

4 H一、4 須恵高台塊 ［13．3］ 5．7 細粒 極良 灰 1／　3

輔輔成形。口縁部は外反し、体部僅かに丸みを持ち

欄く・高台は端部が丸みを帯びた断面逆台形でやや

開く。底部は回転糸切り後撫で調整。
23

、5

H．一4 須恵堺 113．31
｝
中粒 良好 にぶい榿 1／　6

輔轄成形。口縁部僅かに外反し」体部上位は内湾し

開く。
23

6 H－5 土　師　擁
［11．4］ （3．0〉 粗粒 良好 にぶい榿 1／　6

口縁端部は直立し、体部は外反し開くる口縁蔀横撫

で、体部外面へら削り、指頭調整。
23

7 H－　5 土　師　圷 11．6 3．6 粗粒 良好 榿 2　／　5

体部から口縁部にかけ直線的に開き、底部は僅かに

丸みを帯びる。口縁部横撫で、体部箆削り、指頭調

整。底部は箆削り。内面撫で、指頭調整。
23

8 W－1 軟質陶器騨
［33，2］ 13．8 中粒 良好 灰 1／　4

口縁端部はほぼ平坦でやや外反する。体部から口縁

部にかけ直線的に開く。内面に3条ないし4条の荒
い卸目があり摩耗が激しい。内外面の上位は横撫で、

下位は指による圧痕で歪である。還元気味。

在地系
，15C～16C

23

9 W－　1 土師質皿 7．6 1．9 中粒 闘 榿 3　／　4

繍成形．底部は回転糸切り未調整で臨衰あり．

口唇の一部が耳状に折れる。内面撫で。口縁内外面

に油煙付着。酸化気味。 灯　明　皿 23

10 W－　1 土師質1皿
．11．0 2．6 粗粒 良好 浅黄榿 ほぼ完形

輔輔成形。器高は深めで器肉が厚い。体部はやや外

反し開く。内・外面撫で。底部は回転糸切り未調整。
23

11 W－　1 土師質轟 1L5 2．2 中粒 良好 榿 5　／．6

・鞭輔成形。器高は深めで器肉が薄V）。体部から口縁

部にかけて外反し開く。内外面に撫で。底部回転糸

切り後撫で調整・酸化気昧・、
23

12 Ψ一、1 土師質皿 7．2 2．7 粗粒 良好 浅黄榿 5　／・6

鞭車盧成形。内面撫で。底部は回転糸切り後撫で調整。

23

13 W－　1 土師質皿 12．4 3．！ 中粒 良好 にぶい榿 3　／　4

鞭車盧成形。器高は深めで器肉は薄い。体部やや外反

し、開く。内面撫で、底部は回転糸切り未調整。
23

14 宙一1 土諦質皿 11．6 2．7 中粒 良好 にぶい榿 完　　形

輪成形．器高は深めで器肉が薄い．体蘇や外反

し開く。内面撫で。底部は回転糸切り未調整。酸化
気味。

24

15 ．W－　1 軟質陶器火鉢 ｝ 一
中粒 良好 灰黄褐

口縁部の
一部のみ

火鉢の口縁部及び体部上位の破片である。内湾する

口縁部上端は平坦で、側面は2条に隆線に挟まれて
雷文帯の施紋あり。体部上位は内湾する。内面撫で。

酸化気味。

23

16
W－2 軟質陶器内耳鍋

［28．8］
｝ 細粒 良好 灰 、！／　8

輕輪成形。口縁部は内湾気味に開き、端部上端は平坦で、

短く外反する。体部は僅かに内湾し、あまり開かない。

内耳は断面楕円形で堅牢な作りである。体部外面は箆削

りで一部指による圧痕と擦痕あり。内面撫で。還元気味d

15C～16C 24

17
W－2 土師質皿

［13．4］ 3．6 粗粒 良好 灰　・　白 1イ3

軽車盧成形、器高は深めで器肉は厚い。体部緩く外反

し開く、内面撫で。底部は回転糸切り鋒撫で調整、
24

18
W－2 土師質皿

8．0 L8 粗粒 良好 にぶい黄榿 ほぼ完形

鞭車盧成形。内面撫で。底部は回転糸切り後撫で調整。

24

19
W－2 土師質皿

8．0 2．9 粗粒 良好 明褐灰 完　　形

軽車盧成形。口縁部は外稜状に段が付く。内面撫で、

底部は回転糸切り後撫で調整。
24

、39



番号 出土位置 器　形
大　き　さ

胎土 焼成 色　調 残　存 器形の特徴・成形・調整技法 備　考 Fig．
口径 器高

20
W－2 磁器染付皿

［11．0］ 2．3 細粒 良好 灰　　白
底部のみ
2
． ／　3

体部から口縁部にかけ内湾し開く。底部は碁笥底で

砂が付着。底部内面及び体部外面から口縁部外面に

呉須による施紋有り。

景徳鎮窯系
「青花皿」民窯

15　　　　C

24

21
W－3 陶　器　蓋

（6」4） 1．4 細粒 良好 灰　　白 2／　3

輔輔成形。下底面箆削り、上面に褐粕を施し耳状の

摘みが付く。裏面は無粕。 瀬戸・美濃系
18　　　　C

24

22
W－3 灰　粕　碗

［12．3］
一
中粒 良好 オリーブ灰 1／　3

輔轄成形。丸い腰部から体部、口縁へと直線的に立

ち上がる。器面は凹凸があり内外面とも厚く灰紬が

施される。底部は欠損する。

瀬戸・美濃系

18　C　前
24・

23
W－3 油　受　皿 10．3 2．9 細粒 良好 褐 2／　3

輔轄成形。平底の底部と体部下半箆削り。器高より

やや低い油受け皿が付く。内面と外面の一部に鉄錆

粕を施す。

瀬戸・美濃系
18C末～19C末

24

24
W－5 陶　器　碗

［12．0］ 7．2 細粒 良好 オリーブ褐 1／　4

輔轄成形。腰部に張りがなく体部は緩やかに内湾し、

口縁は直立する。高台を除く内外面に飴粕を施し、

口縁部外面に藁灰粕を掛ける。

瀬戸・美濃系
「尾呂茶碗」

18　　　　C

24

25
W－5 陶　器　碗

［1L8］ 7．9 中粒 良好 灰オリーブ 1／　3

輔輔成形。腰部に張りがなく体部は緩やかに内湾し、

口縁は直立する。高台を除く内外面に飴粕を施し、

口縁部外面に藁灰粕を掛ける。

瀬戸・美濃
「尾呂茶碗」

18　C　前
24

26
W－5 陶　器　碗

［12．Ol 8．7 中粒 良好 にぶい黄榿 1／　2

輔轄成形。腰部に張りがなく体部は緩やかに内湾し、

口縁は直立する。高台を除く内外面に飴粕を施し、

口縁部外面に藁灰紬を掛ける。

瀬戸・美濃系
「尾呂茶碗」

18　　　　C

24

27
W－5 陶　器　碗

［13．Ol 8．9 細粒 極良 浅　　黄 1／　2

鞭轄成形。体部は深く小径で高めの高台が付く。淡

黄色がかった透明粕が高台内まで施粕され、器面に

貫入が入る。

唐　津　系
「呉器手」

17C．中～後’

24

28
W－5 陶　器　碗 一 一 細粒 良好 灰　　白 1／　2

口縁部と体部の大部分を欠く。丸みを持つ腰部から

上に透明粕を施し、きめ細かい貫入が入る。精緻な

削りだし高台の付く底部外面中央に浅い円形の削り

だしを持つ。刻印有り。

唐　津　系
「京焼風陶器」

17C　中　～

24

29
W－5 陶　器　碗

［11，81 7．7 細粒 極良 浅　　黄 1／　2

鞭輔成形。体部は深く、小径で高めの高台が付く。

淡黄色がかった透明紬が高台内まで施粕され、器面

に貫入が入る。

唐　津　系
「呉器手」

17C中～後
25

30
W－5 陶　器　碗

［11．8］ 7．8 細粒 極良 浅　　黄 1／　2

輔轄成形。体部は深く、小径で高めの高台が付く、

淡黄色がかった透明粕が高台内まで施紬され、器面

に貫入が入る。

唐　津　系
「呉器手」

17C中～後
25

31
W－5 陶器香P炉

［13，8］ （6．1） 中粒 良好 明褐灰 1／　4

鞭輔成形。腰部外端に張り出しを持ち、体部は僅か

に内湾し、肥厚な口縁に至る。内面と外面腰部から

上に施紬。焼成不良。

瀬戸・美濃系

18　C　前
25

32
W－5 灰粕丸皿

［112］ 3．9 細粒 良好 灰　　白 1／　4

鞭轄成形。口縁部を除く外面は箆削り。内面及び高

台を除く外面にどぶ付けの灰紬。内面に重ね焼き痕。 美　濃　系
17C～18C

・25

33
W－5 灰粕一丸皿

114．01 3．2 細粒 良好 灰　　白 1　／　3

鞭輔成形。口縁部を除く外面は箆削り。内面及び高

台を除く外面にどぶ付けの灰紬。内面に重ね焼き痕。 美　濃　系
17C～18C

25

34 W－　5 灰紬丸皿 14．0 3．4 細粒 良好 灰　　白 2　／　3

鞭輔成形。口縁部を除く外面は箆削り。内面及び高

台を除く外面にどぶ付けの灰粕。内面に重ね焼き痕。 美　濃　系
17C～！8C

25

35 W一」5 内耳焙烙
138．0］ 5．1 中粒 良好 灰 1／　3

鞭轄成形。平底で浅い器形。体部回転へら削り、口

縁外面横撫でで、指頭痕が残る。口縁端部は外方向

へ傾斜。内面撫で、内耳は幅広で下端が底に達する。
在　地　系
18C中～後

25

36 W－　5 内耳焙烙 ［38．0］ 　5．4

、

中粒 良好 オリーブ黒 1／　3

鞭輔成形。平底で浅い器形。体部は外傾し、外面は

強い箆削り。口縁部及び内面撫で調整。幅広の内耳

の下端は底部に達する。
在　地　系
18C中～後

25

37 W－　5 菊　　　　皿 一 一 細粒 良好 浅黄榿
底部・高台

の　一部

鞭輔成形。高台は、やや「ハ」の字状に開く。底部

は回転糸切り後、撫で調整。 瀬戸・美濃系
17　　　　C

25

38 W－　5 陶　器　鉢 『 一 中粒 良好 灰　　褐 口縁部片

輔轄成形。内面及び外面の口縁部、体部上半の一部

に透明粕がかかる。内面は白泥象嵌技法による花紋

と平行線が施される。口唇部の外面に一条の沈線。

唐　津　系
「三島手」

17C～18C

25

39 W－6 土　師　甕
［16．Ol

一 中粒 良好 榿 口縁のみ

1／　8

口縁部「く」の字状で、横撫でを施す。口唇部は短

く外に開き、端部は丸みを持つ。
25
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番号 出土位置 器　形
大　き　さ

胎土 焼成 色　調 残　存 器形の特徴・成形・調整技法 備　考、 Fig．
口径 器高

40
W－7 土　師　圷 12．2 3．8 細粒 極良 榿 3／　4

体部緩やかに内湾し口縁部で短く外傾し、底部は僅

かに丸みを帯びる。底部及び体部箆削り、口縁部及

び内面撫で調整。
25

41
W－7 須恵高台椀

［14．0］ 5．1 中粒 良好 灰　　黄 1／　3

軽轄成形。体部緩やかに内湾し、口縁部はやや外反

する。底部は回転糸切り未調整。高台欠損。
25

42
W－7 灰粕高台皿 14．8 2．3 細粒 良好 灰　　白 3／　4

鞭轄成形。体部僅かに内湾しながら開き、口唇端部

短く外反。下端部が面取りされた低い高台が付く。

内面刷毛塗り施粕。底部は回転糸切り未調整。
光ケ丘1号窯式

9　C　後
26

43
W－7 灰粕高台皿 15．2 3．0 中粒 良好 灰　　白 5／　6

輔轄成形。口唇部短く外反し端部で短く丸まる。底

部は回転糸切り後、軽い撫で。体部緩やかに内湾し

開く。高台は雑で歪な造り。施粕方法は浸し漬け。

内面に重ね焼き痕が見られる。

折戸53号窯式

10　C　後
26

44
W－7 須恵高台境 14．2 4．9 粗粒 良好 榿 2／　3

輔輔成形。体部やや内湾し、口唇端部短く外反。幅

広で雑な付高台。底部は回転糸切り未調整。
26

45
W－7 須　恵　圷 13．2 4．1 中粒 良好 暗灰黄 2／　3

・鞭輔成形。体部緩く内湾、口縁端部は外反する。底

部は平底で回転糸切り未調整。内外面とも黒色処理。

黒色土器 26

46
W－7 須　恵　甕 一 一

中粒 良好 灰 1／10

口縁部やや外反し、開く。胴部外面は平行叩き文及

び撫で。口縁部内面箆削り、体部内面楕円状あて具

痕及び撫で。
26

47 W－8 土師台付甕 『 一
中粒 良好 灰　　褐 脚　の　み

台付甕の脚部。裾部は大きく開き、横撫で、指頭調

整を施す。
26

48 W－8 須恵高台；碗 一 一
細粒 ・良好 灰 底部のみ

輔轄成形。断面三角形気味の高台が付く。底部は回

転糸切り未調整。底部上面に解読不能な刻書あり。
「刻書土器」 26

49
W－8 須恵高台塊

［12，8］ 4．7 中粒 良好 灰黄褐 1／　3

輔輔成形。体部は下位で僅かに膨らみを持ち、体部

上位から口縁部にかけ外傾する。高台は端部が丸み

を持ち僅かに開く。底部は回転糸切り後撫で調整。
26

50
W－8 須　恵　圷

［13．2］ 3．9 中粒 良好 赤　　榿 1／　3

鞭轄成形び体部は外傾し、口縁部はやや外反する。

平底で器肉、は薄い。「底部は回転糸切り未調整。酸化

気味。
26

51

W－12須恵長頸壷 一 一 細粒 良好 灰　　白 頸部のみ

長頸壺の頸部片である。輔輔成形。

　　　　　　’鳩
26

52
W－12須恵高台塊 一 一 中粒 良好 灰　　白 1／　3

車麟盧成形。体部は緩く内湾し、あまり開かない。高

台の断面は端部が丸みを持つ長方形を呈し、「ハ」

の字状に開く。底部は回転糸切り後撫で調整。
26

注）表の記載は、以下の基準で行った。

　①胎土は、細粒（0．9mm以下）、中粒（1．Omm～L9mm以下）、粗粒（2．Omm以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名を記載した。

　②焼成は、極良、良好、不良の三段階。
　③色調は、土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976）に拠った。

　④大きさの単位はcmであり、現存値を（）、復元値を［］で示した。
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Tab．．4石製品観察表
番号 出土位置 器種 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重　さ 石　　材・ 特　　　　　　　徴 備　考 Fig．

1 W－1 砥　石 （9．9） 3 2．7 127g 流　紋　岩 2面使用 29

2 W－1 砥　石 （10．3） 3．4 3・9 166g 流　紋　岩 』3面使用 29

3 W－2 五輪塔．（18．5） 13．6 一
2．1kg 砂　　　岩 空輪部欠損 空風輪 28

臼
4 W－2 五輪塔 ｝ 28．1 18．4 16．2kg 粗粒安山岩 一 水　輪 27

5 W－2 石　臼 一
（132） （8．4） ！．6kg 粗粒安山岩

使い込みよる摩耗が著しく、引き手．
穴の付け替えの痕跡有り。

上　臼 28

6 W－2 五輪塔 （3ユ．2） 17．9 一
7．Okg 粗粒安山岩 一 空風輪 28

7 W－2 五輪塔 （31．8） 19．6 『
．11・5kg一 粗粒安山岩 空風輪 28

8 W－2 五輪塔 （29．6）
1学

一
5．2kg 粗粒安山岩 一 空風輪 28

9 W－2 五輪塔 （33．2） 17．2 一
7，0kg 粗粒安山岩 一 空風輪 28

10 W－2 砥　石 （5．1） 3．2 2．7 649 流　紋　岩 4面使用 29

1！

W－2 砥　石
1
（
3．9） 3．4 （L6） 259 流　紋　岩’ 4面使用 29

12 W－2 砥　石 （5．3） 2．7
i．9 469 流　紋　岩

1
4
面
使 用 29

13 W－4 砥　石
「
1
0
．
8 2．9 2．3 100g 流　紋　岩 ，1面使用 ．29

14 W－4 砥　石 8．8 3 2．9 116g 流紋岩 2面使用 29

15 W－4 砥　石 11．1 2．8 2．5 111g 流　紋　岩 3面使扇 29

16 W－5 砥　石 11．7 3．2 3．5 160g 流　紋　岩 ，2面使用 29

Tab．5土製品観察，表
番号 出土位置 器種 長さくcm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重　さ 石　　材 特　　　　　　徴 備　考 Fig．

1 H－2 土　錘 3．9 2．4
一 219 一

手捏ね成形、孔径4．5mm、両端面は平
らに箆調整。褐灰色．

27

2 W－7 ．土　錘 3．9 3・5
一 25．6g 『

手捏ね成形、孔径5．5mm、両端面は平
らに箆調整。黒褐色

27

3 W－7 土　錘 4．9 2．3
一 20．4g ｝

手捏ね成形、孔径4．0．．、両嬬が細く

なり丸みを帯びた形。黒褐色
27

4 W二7 土　錘 4．2 2．6
『 26．8g 一　　■

手捏ね成形、孔径8．Omm。褐灰色
27

5 W－7 土　錘 4．1 2．4
一 239 一

手捏ね成形、孔径5．0．．、ほぼ円柱形

を呈し両端面は平らで箆調整。
27

6 W－7 土　錘 4．7 2．2
一 189 一

手捏ね成形、’孔径7．0．出。浅黄榿
27

7 W－8 土　錘
’
4
． 1 1．1

一 4．49 一

手捏ね成形、孔径4．Omm、細身。にぶ

い榿
27

Tεしb．畠6 金同　銭　観　察　表
NQ 出土位置 種別 径（cm） 孔（cm） 厚さ（cm） 重量（cm） 銭貨名 初鋳年代 残存状況 特　　　　　　　徴 Fig．

1 W－1 銅銭 2．4 0．6 1．0 3．1 熈寧元宝 1068年 完　　形 27

2 W－13 銅銭 2．4 ・0．5 1．0 3．1 不　　明 不　　明 完　』形 腐食が著しく銭名の判読はできない 27

3 W－13 銅銭 2．4 0．7’ 1．0 1．3 不　　明 不　　明 1／4欠 腐食が著しく銭名の判読はできない 27

4 W－13 銅銭
’
2
． 4 0．7 1．0 1．8 不　　明 不　　明 二分割 腐食が著しく銭名の判読はできない 27
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W－！・2・4・13号溝

　　46



④

＼7

．勿

　＼

　♂

¢
＼

　6

＼

マー

ぐ

ぐ
W－6

ぐ・
ぜ’

0 11120 4m

L二77．3m

　W－3 W－5

A　 耕作土

　　1 7

客土

　　A’

2 2
3

S

％

A　Lま77．9m　W－6 ムダ
L＝76．9m W‘5

　耕作土1
2 勿

客土

1
W－3・5号溝
1層　褐灰色粗砂層　粘性△　締りO　白色軽石5％
2層　褐灰色粗砂層　粘性△　締り○　白色軽石極少

3層　灰褐色細砂層　粘性O　締り0
4層　黒褐色粗砂層　粘性O　締り△

5層　黒褐色粗砂層　粘性O　締りO　As－C極少

旦

％ ％
．旦7

W－6号溝
1層　褐色細砂層　　粘性△　締り○　白色軽石極少

2層　暗褐色細砂層　粘性○　締りO

／
／
！

0 1160 2m
／

／

0 1：60 2m 0 1：100 4m

Fig．20　W一3・5・6号溝

47．



　L＝77．8m

　W－10B
W－8

旦F
薯

耕作土

笏
マ

　や“／

O
　““／

◎
　ア．

Q／

允c）

ミ　9
d
Q
　o

◎

○

　Φ
　／“

侮

（〉

Q
偽
り 　／も

雨

／Φ

～

9

0

姫＼

　8

1：100 4m

　　　　W－11
A　L＝77．6m

W－12

1勿

．△’

乏
￥

づ

W－7・8号溝
1層　褐灰色粗砂層　　　　粘性△　締りO　As－B5％
2層　にぶい黄榿色粗砂層　粘性○　締りO　As－B5％
3層　にぶい褐色細砂層．　粘性○　締りO　Hr－FP5％　炭化物極少
4層　にぶい褐色細砂層　　粘性○　締りO　Hr－FP極少

5層灰褐色細砂層　　　粘性○締りO　Hr－FP極少
6層　にぶい黄榿色粗砂層　粘性○『締り○　砂質ローム・白色粘土ブロック極少

7層　褐灰色細砂層　　　　粘性○　締りO　As－C5％
8層　褐灰色微砂層　　　　粘性○　締り0
9層　黄褐色細砂層　　　　粘性○　締りO　Hr－FP極少　ラミナ層

W－8・10号溝
1層　褐色細砂層

2層　黒褐色細砂層
3層『にぶい褐色細砂層

4層黒色粗砂層
5層　暗褐色細砂層

粘性△　締りO　Hr－FP極少
粘性△　締りO　Hr－FP極少
粘性○　締りO　Hr－FP5％
粘性△締り○
粘性○締り○

W－11・12号溝
1層　褐色細砂層　粘性△　締りO　Hr－FP極少

　、W－8
L＝77．3m

耕作土

W－7

1 7

C
2

8
7

0－S 2

3
6

4 6
：o二　　　5
り：・」0μ

　　’●rO’．o、　α

　　　　／、
　　　8∫と

　　　錫

％
0 1160 2m

Fig．21w－7～12・14号溝

48



ぐ

O－1 人

W－15 （’

A　L＝77．6m　　　　　　　　　A’

㎞・
0

L二76．7m
A　　　A’

多魏

’
1
：
6
0 2m

勿！＼

　な

レ

ヨ

レ

O－2

△○ム
父
　ひ

A
．
L＝二77．5m　　＿ム』

懸W－17号溝
1層　にぶい黄褐色細砂層’粘性×　締り0

2層　黒褐色細砂層　　　　粘性○　締り0
3暦　にぶい黄榿粗砂層　　粘性○　締りO

A

O－3

△’

　O－4
△〈◎ざ

　　O－5

・○・

＿4＿L＝＝77。4m　A’

繍A　L＝・77．5m　　　　　　遜』

、撚
A　L＝77．4m　　　　A7

勿勿

　Or6
ム◎・

ぐ
O－7

ぐ・

O－8

▽

》．

A　L＝77．5m　　A’

・撫
A　L＝77．5m ざ

A　L＝77．7m　A’

　　　勿．

0 1160 2m

Fig・躯　W－15～17号溝・O－1～8号落ち．込み

49



　　、／　、　　一
ゴ　　1　　、r
　　　　ヒ1
＼
一

！ぺ、ノ1￥、

＼

＼

￥
￥

』お噺＿

／

！　／
！

！／

／／

1（H－1）

、〆　実

2（H－2）

　　　’、レ
‘r”殴　　 7F’

　　　　　　　　　　岳　　　　　　　　　　しヘロ　　　　　　　　　　ま“
　　　　　　　　　　イ・

　　　　　　　　　窃，しド　　　ロほヨロ　　　　　　　　　　しノ

㌧　　　　　　ノ
黙．’∵．、一ご＝ぺ！ン

　　Fへ触押

一　　　　一

一

　　・・1し．－、
一11－　　　　　　v・二1

≧～ク

、、△灘

4（H－4）

賑
ぐ

1 N 一
一

　　　　　　9（W－1）

麟響限1麟辮．，灘，脇
．
l
l
轡

　　’袖鯉烈謳

＼

／

ぺ

♪
　　　！ノ／

尽
　　　　＼￥

　　　　3（H－2）

、
、

／／

1！

5（H～4）

一

10（W－1）

奪『！，．，、

　　　　一1撫、，～

☆繊…1』総、

．（灘ll☆1

・鍵織厨

一

11（W－1）

￥

、

　　　　オ　　’へ∀　レ
　　　　　　ヤ　　、k　　ト　ノ
　　＼、ノ　＼、

＼

ノ

ノ

　／　、　　　〆、
〆　1　／　ノ
k　ノ　　’＿∠

7（H－5） 　　　　　りへじロぎよも

　　　　管灘

鞠’郵騨務劉
、慨・、．！ン．．く、

12（W－1）

13（W－1）

』…藤鎌二、
　　　　レ’㌧

〃1

4

　　　　ロヤロンダンみじユロリワ

講…ゼ響

8（W－1）
！1、

左ンご㌦麟

　．漁ノ義

’天

＼
・回回回陣圃国

灘☆i！ノ、ノ

0 1　4 10cm 0 1／3 10cm

　／
／　　／

！　／
　／
　　15（W－1）

（8） （1～7・9～13・15）

Fig．23　H－1・2・4・5号住居杜、w－1号溝　出土遺物

50



＼　　　　 戸『、、（：》㌔－・

17（W－2）

　　　　　　　　’

　　　！難簸
／灘織、、臓協旗

　　ら　　0‘毒蓄樵
　　　　噺｛寵鐡棚

　　　　　　　鞭

騨驚｝

19（W－2）

　　　　　　14（W－2）

欝熱
螢響畿、鍵
、　ナー〆　 癖’

縫一i獲ダ『

18（W－2）

　，・蝿
　’プ　　　　窃

．選灘
贈凱　暴
箋　，、勘グ・
　》慈　　；マ　桝・・

、

￥
￥

　！、翼（’、二1弓ン・一

縫論
譲㈱薄
k鶴籔

／　　＼
＼　）
＼　ノl
　N＿ノ

一
＿豊、

幅！
￥亀、軸

1

21（W－3）

20（W－2）

嵐一Vr’マーし弓
ノ
、会掲纏’

z　！

、一ノ！、一、’

￥

￥

0

！，

1／16（W－2）

　　　　　23（W－3）

欝

　　　　　　　　　　　　22（W－3）

　　　　　　　　ヘノ￥’ヘー！
　　　　　　　　4‘亀￥

24（W－5）

25（W－5）

26（W－5）

　　　し慾鋪ノ験
　　　　　　、λユー、
　　　　　《rミ・づぐ、Σ
　　　　　ン1Σ！2臼ミ　　　　　27（W－5） 1　、

F
L

、

28（W－5）

き

ノ

0 1／3 雪Ocm
0 1　4 10cm

ト3　　－㌧

（14・17～28） （16）

Fig．24　w－2・3・5号溝　出土遺物

51



蚕葦 29（W－5）

…曝1驚

　　　　夏灘

　一　　■　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　，

1鋸噂聾織
　　”　　　　　　　　　　、　　　　　！　　　卿

黛鑛繕ノ、、！、　、￥

講繋箋
肺￥Σ駆一！1仁 瞬聯影一’幽　　　一　　一 『　　一

31（W－5）

30（W－5）

・t二￥・、ネ・一りソぐソ

、　、　　￥　　　／　　　！、
　’！！／￥、、￥、
￥￥’1へ、’

1叉嚥7

今叉二♪（，嵐1ジコ橋一

、卜！￥’＿へ！
　￥　、　　￥

32（W－5）

1テヨ葵鵡露避1欝1お一
一、1 、　　　竹

33（W－5）

織i舞i簗畿甥
￥ ！、

≡
、 い雌￥’f

／’＼
（　ノ1

〆、＼　　　　　 ’一、　　　　／　　　　　、㌧　　　＼

　　　　　　　ノ＼　　　ノ　　　　　　　／

34（W－5）

／　　　、

k　　　ノ 、．（フ

35（W－5）

」 、

〆1　 ＼

＼
、 ，／ ＼　　　－

ノ 　　ノ
￥　　　　ノ

　　ノ

σ
36（W－5’）

＼

￥

、

＼

ノ

o（》

ノ
！

！

37（W－5）

41（W－7

〃

沙＊
9る　ダ勉
マ　　　　　ロ　　くつ

o調　　ρ〃勺

38（W－5）

／
／

く
／

《
　　　￥￥￥

39（W－6）

’鰹◎亀

．・、：二～　　～

嵐’

　　ケつ

鍵シ
〃

〆

40（W－7）

0 1／3 10cm 0 1　4 10cm

（29～34、37～41） （35、36）

Fig．25w－5～7号溝　出土遺物

52



臨瀬蓬琳繍縦ジさ￥’
　　　”￥粥』。一

42（W－7）

45（W－7）
．．り3・・臓繍駕甑診
ガ
妻
”　　　　　　　　　iを
灘　　　　　‘麦豊、

一‘・

‘辱

　・惨．
♪Y

蕊

44（W－7）

　　　　　　　　司r、　、’　　　・’∫郁』　　、鴨
　　　削　・イこ砿ア’『

霧霧

繋響欝
灘
、
欝

、！『

￥輝灘鯉粥鵡麹膨

ク騨し

ρ

43（W－7）

参
　　　　　　　　49（W－8）

　　．謬訟』ミ馬

測，》輿
．〆　，“鱒，・、蟹．㌧．貰

ゆソリぢそ

f．麟

￥

、

！
！

ノ

1

嘱磁謬’

48（W－8）

＼
￥

ヘ　　　 イ，　’　、
ノ　　覧　　ノ

　ふ

！

／　／
ノ

47（W－8）

／

ノ

ノ’ 、

52（W－12）

，’

”

＼

＼

51（W－12） 薪幽鰍、
譜一〆轡・・準、、、

　　　　　　　　　”重饗甑
　　　　　　　　　　、

　　　　　　／／
　　　　　　／　　　　　　！

／

　　　　　　　＼　　　　　　、　　　　　！，　　　（　イ￥ぐ＼’〆1／・
㌧　　＼’“一欠／＼
＼　ノ　　　　　　　　　　　　＿　．

『

　　　4

　《　＿　　　　　　　　＿＿
　　／一　　　　　　　　　　　　’、　　　、　　k　　＼、　　　　「　　　＼　＼

　イー＿ノ　ヘ＼＿剤ミ
　＼　》　1　、　｝＼　w
　一＼ノ　1　1　　＼＼　／＼＼　　　＼　1　　　　￥　＼
　　　　　ン、　　　　　＼　1
　　　　／　　　　＼　　　　　　　　　　、－
＼　　　、〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　曳　　　　、　　　　　　1　、
　　　　、＿＿．ノ　　　　　　　　＼　　＼
＼　　ノ　～　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　、＿ノ
ー　　　＿　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　〆一、
　〆　　　　　、／　　　　　＼ピノ　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　》

1　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　、＿一ノ
　、　　　　　　　ノ
　』　　＿

一　、　￥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆＼
＼　　　＼　　／　　　1　　　　／　　、

　　　　　／　　　1
＼　　　　　、ノ　　　　　1　　ノ

　’1／　　、
　ノ㌔ぐ　　ノ
k　ノ

　　　　　50（W－8）
　F　、　，一

ひへ～1」’甲ご呪マ

　　　　　　’
　　　　　　’
　　　　　　1

￥
、
ノ
ノ
　

1　　　　＼
r、、　＼＼　　　）

＼　　　　　　＿

　　　、＼　、　〆　　、

一
＼

＼
㌧
吸

・／ノ

§
、
、

0 1／3

￥

10cm
0

／／

1　4

．ノ

10cm

．、・’

、、

・46　（～V－7）

（42～45・47～52）

（尋6）

Fig．26　w－7・8・12号溝　出土遺物

53



　　1自《

一獣』
　い1／
　　＼t

○　　　土（H－2）

ll
パ、＼

昌
ll
酬／

◎　　■　　土（W－7）

　　ll＼＼

・一醐一
　　・1樹

◎　　　　■
　　　土（W－7）

／1、「＼

hl
ql
いi／
“∠
　『

◎…，）．

～

口＼
ll

・ll
ll

口
口
！

口

◎＿

　　　ll楽

」（鶉一

　　　1∠

○　　　　　■　　　土（W－7）

ll
i　l

l　l

I　l

tI
Il
ll
ll

⑤土（w－7）

　ピリヤのう　　　　　　　　　　ドしデぬペゴ
、｛で∫璽15・ジ』、　　．融ご1諜己・
隔！ノ矯プ☆・　　・一・・．、．、

　脅ナ．、
一
き ．～』’　㌻， 織難鰍

　　　へ／○＞
ぐ
＼
ノノ（

1べ輔　∫・

壁♪　ρの，・一㌦
極！三．，ヂ』

銭（W－13）

羅撫
鱒憂騰
驚欝

銭（W－13）

誇熱
蘇灘’
襟動蟻艇

0

　　、蔚鋤・こ㍉グ

　　　＼奴」気
銭（W－13）　　　　～’1

111

つ

5cm　　　O 1：2
10cm

石（W－4）

0　　　1：4　　書Ocm

銅銭い～4） 土錘（1～7） 石製品（4）

Fig．27　H－2号住居玩、w－1・2・7・13号溝　出土遺物

54



E≡ヨ・

義

石（W－2）

も・

N

石（W－2）

石（W－2）

＼
へ
＼
　
　
　

＼
）
　
　
ノ

即騰融・・

羅幾
　y’
，1

＼
￥

石（W－2）

◇
ぴ
　
　
　
、

石（W－2）

0 114 10cm

石（W－2）

Fig．28　w－2号溝　出土遺物

55



k　　’

　’教
＼ノ臨

㎏』

）
　（

＝
＼
＼

“ノノ”

グ

緊

石（w－1）

織

葬

鯉
　　ll／／・

〃《

雛

＼

＼さ、
き
外
ミミ＼

〃
を

繍
為蜘

石（W－1）

、

石（W－2）『

　　ゴー　4

霧　，
黛

簿

§

石（W－2）

、

／

石（W－2）
石（W－2）

　　§

黛

璽

％＼

を
石（W－4）

雛
ll（

購／／

脇
　～

＼叉

／バ

石（W－4）

瓜
　　　　　　　／l総淑

　　　　　　　　／く
　　　　　　　　／

石（W－5）

0 1：2 10cm

Fig・29　W－1・2・4・5号溝　出土遺物

56





PL．9

懸一灘1醗雛醗欝翻、、螢麟羅

　　　雛騰，騒謹購鰯灘鰯．灘欝灘
　　　　　　　　　徳丸高堰皿遺跡C区　全景（S）

鰯
H－1　全景（W） H－2　全景（W）

覇騒鐡1，ll、．　1嚢・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰐　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧

　　’の關　　　　　　　　　蒙　　κ　’．　　・　　　　　　　　　　　　　　　　霧霧　　　馨　　　　　繊弼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　稀擁　　　ぎ　　　　 ヲ　　ゲぼビ　　　　 　　　 ブド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　サ　ド　　　　ロ　　　　　　　　む　　　ワ
　　　　H－1カマド　全景（W）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H－2　全景（W）

き



灘翻翻縢麟

灘灘灘麟　騰縫麗．灘
　　　　H－5カマド全景舗

PL．10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難雛

　　　　　　　　　．、簸灘灘翻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　難霧霧　　　　　　　　　　　　　　．徽、．欝獄　　潔鶴．．難．菱難i霧．灘鰍、　珈．．灘
　　　　H－3　全景（SE）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H－4　全景（W）

　　　　H一．4カマド　全景（W）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H－5　全景（W）

∫難難　 灘灘灘　　灘雛欝難雛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　H－5　遺物出土状態（N）

　　　　　K－1　全景（S）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－1　全景（SW）



PL．11

蟻』

灘翻懸．

W－1　全景（N　E） W－1　全景（S）

　　　W－1　地層断面（E）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　W－！　銅銭出土状態（E）

醗羅羅難羅響鰻1騨醗
　　麟，雛雛難．鍵　　　　　　籔　灘．

　　鯉灘灘縷　一醜醗

　　　　　　　徳丸高堰皿遺跡B区南側　全景（：N）



PL12

W－2・4　全景（S） W－2　遺物出土状態（S）

W－2　遺物出土状態（N） W－2　五輪塔出土状態（S）

W－2　遺物出土状態（N） W－3　全景（E）

W－3　遺物出土状態（E） W－3　遺物出土状態（E）



PL13

羅羅難議鐘灘縫囹厩　　孝二、鶴購．
　　　　　　　　　　　　　　　　難1．　　　　　　臨

認、．礁蘂覇騒羅欝灘羅覇
繋魏辱嚢灘灘翼難騰騒雛麟灘難

欝灘灘讐鍵臨議灘購騨　霧簿灘灘
繋．’

難灘雛雛　颪齢　聯纏雛轟　．
　　　　ぬ　　き　　　霧．i麹霧　霧鰹
団　　　　κ・　門←雛騨舷

餓　難断

霧

、、翻翻鱒闘・懸騒騒鰯灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　W－5　全景（E）

髪髪難籟

　照霧霧　開雛匿膨’
　　霧灘難嚢霧馨．一

媚　　　慨灘霧
　　　　　　鱗　

冗

鱗　 頻鷺霧　　　 縫「『
　難霧辮　　烈鷺　　徽翔
i雛崩　　難嚢　　　躍
　　　　魏懸灘灘’

一　　猿

－
灘
．、號、驚覇羅鐵灘
　　W－5　地層断面（E） W－5　地層断面（W）

W－5　遺物出土状態（NE）

議

叢嚢雛

　　灘購灘難
　　　　　

難雛灘灘
　　・，灘欝

灘．，灘灘顯騨購覇灘難灘騒・
　　　　　　　W－5　遺物出土状態（N）



PL．14

　　　．．．縫，難饗　、饗一携轟，霧籔鑛鑛鍵鰯騒鹸議灘霧灘灘鰯麟灘．鰯鰯騒雛灘霧

　．難　羅鰯鞭　　・　雛’　　　　　　霧、，．雛獺鱗、、．，．灘雛
　　灘麟灘灘、一藝　　　　　　　　譲　　顯．

　　　　　　　　　　　徳丸高堰皿遺跡C区　全景（W）

　　　　　　　　　　　　W－7　全景（W）



PL．15

　　　’彙．．馨瀦遇．勲、、遷醗灘，「留『　　雛灘

灘罐露麟灘麟鰹麟醗1

．恨．閣雛．騰麟醸難懸灘懸羅鐵纈．懸蝋．鱒購懸、

　　　　W－7　遺物出土状態（E）　　　　　　　　　　　　　　　　　　W－8　刻字土器出土状態（NE）

W－7　全景（W）

W－11全景（S3

　　　購　　　
　難懇　　　　　　
欝鱗霧
麟難

W－15、16、17全景（N）



PL．16

灘躍
賂
俄

　覆溺

燭
螺　　 襯　 縦

　　撒　溺　　溺　 勘

鞭　　　　　　駿
　　ぱ　　　

ま

霧　　　 譲

　　　鰻
　　　齢

　事、「・、1一

二鰺7鞍

難難縷難譲雛難　　襯怖麗難　
　樂　罎　　　　 灘　　 溺　職

野

嬢磁〉1・「げ

蹴　　　 働

緯．一講、〉』、

3
羅鰯糞

驚覇灘簿欝、

9
（w｛1） ．〈w」鱒．、

一灘魏懇i灘難難繋繋欝
　難　 辮一雛嚢雛
　　　彫難鵜

　特．
・
「
御 一の

12．

（w』工〉



PL　17

．饗灘灘欝
轍譲
鰭 撮

　書3　・

纏ヨ1・
　1ル
撫一1，）『

．
、

冨編・’．1

．i（w』翻…
；閲禰売
、（W一2〉【

剛

．
．

鑛麟盤1鰯麟

’噸灘灘欝
噸磯懸灘、

　凝
纏一聡

　一鴇
i（脚一2〉

難縫騨灘欝騨
　　　　　　磯　　　　　蝉　　　　　　　騨

幽鰯鱒醗懸
礪蟹騒灘麟
　　灘

．，妻9

（wヴ2・）

　20二1『．

畷鐘一』2、）



PL．18

繋雛鷹 鐵

2で

（W－3〉

．霧覇覇難・
．懸欝懸霧　灘灘灘鰯i黙鰯．

懲鵜灘難懸懸難
　　　　　　　　FP擁　　　　　　　＾一鑛難欝

22

（W－3〉

　惣　　簾蹴購擁聯　 榔
　羅　　 簾

霧難盟躍灘鱒一
獄

23

（W－3）

25

（W－5〉

蝋灘鰯欝 26

（W－5〉

撫

ロ
　

、，灘鰯欝
噸灘灘繋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　纏雛鐵難、
　　　　撚霧繋霧灘　　　27
　　　　　　　　　　　　（W－5〉

　　灘　　　　　鵜　　　灘　 繕、

　　　　　　　懸鑛賜　　耀

　　　　　茜　　　　　　　　　観
　　　　　　　　　 コ　　　　 　

　灘’難簿難難　霧

1灘鱒欝

懸灘欝
　　　　灘　　　　　雛甕羅　　　　　　　　　　　　　　『’　　・28

　　　　　　　　　　F　　　　　　　　　　㌧渓W－5）

紀　　　　　　　　　　　難叢籔棚

灘灘灘繍欝
饗鍵灘騨、
　　　．懸黙灘鑛翻響．一、　　29．

　　　　　　　　　　　．（w－5〉



PL19

灘

鰯騒麗霧欝
獅　 蹴

き

櫻難雛霧灘・i雛難灘辮
30

（w－51

　藩欝・．：

・鰍一鋸

鞭鍵灘灘灘灘騨
灘灘灘灘灘灘鰯騨

、1灘璽騒騒　欝
　　馨灘難灘灘懸欝

32

（w－5〉
33△・
鎌薩講

慨

耀

鷹

灘
襯
醐

鰯

34誓
醗一鱒“

35

〈W－5〉・

鱗灘鐵無一
灘雛醍耀　灘講
　羅

3δ．

（W」5〉

37・ギ・、



PL．20

　38
簿一5〉

鍵麟饗霧灘難灘騰灘灘灘　難

　鰯　購舞　 饗i畷
　　　　籏
粥

応繊鐸

鑛灘

議¢

護羅一鋤

羅辮

瞭
烈

郷 　蹴獅　 雛懸賜　謝鞍襯饗灘鞍雛

　蹴　 羅　　　鱈霧

雛縦琢

灘辮

饗難難霧獺灘響欝1 鶴鰯欝　
　魏
纏一鱒

　灘
鐵購欝

幾

　44，

礪醗卿

　．砺

醜一獅

難雛懸灘鰯鰯灘灘灘灘灘鍵灘鐸．難
概　　　　織i
　　　　戴

　　　欝　　　　　　　　　　　　　　 廟　羅
　　　　鍍　耀鶴　　　　　　　　　 灘

耀 難 　難燃鍛巌　　餅
將　　　 概

欄縦躍騙

懸蹴

難鞭櫛
鰹

　　　　　纐　螺　　 剃

　　聯　　踊縣螂
齢　　　　　 鰍辮

　　　嚢
　　　鯉罐

　菊摩
醜一紛

　麹
纏一欝



PL21

嚢欝

銅銭
くw－P『．

石6’
（w－2〉，

　．灘雛霧鷲一『
　　．雛纏雛難騒1
購灘i・
麓灘．、1』

湿躍騒
　灘
鵬

石匙1
（灘摂鱒

蕎7』
鱗一2〉

籔陰、『

醜一2｝
石91
（羅魂）一

覆鎗㌧～

（鞭一幻

癒5

纏一鱒

／



PL．22

土1

（H－2〉

土5

（W－7〉．

灘響
鍵

籔灘
1灘灘鐵纐
　　　攣

　　　　驚繊鐡欝欝

　ま2
（W－7〉

土6

（w－7〉

土3

〈W－7〉

ま7

碑藁3γ

土14

〈W－7）

H－2、W－7・8　出土の土垂

石4

（w」二珍

灘灘i

、葛慧、

冨（w－D

　幾o黛
・柳憶『鱒

　石”
1（w翅〉

灘2・
餓」2）

厄石総，

（w－4〉

癩難l
l鰯1
灘欝
　　　難i鍵

繋繊灘r
　　鰭蕪
　　石鱗・．、、

　lwヤ．4・γ

・石簿

癬7・紛－
籔絡

餓一の

W－1　2・4・5　出土の砥石



抄 録

フ　リ　ガ　ナ ッルコウジエノキバシニイセキ　・トクマルタカゼキサンイセキ

書　　　　　名 鶴光路榎橋　II遺跡・徳　丸　高　堰　皿　遺　跡

副　　書　　名 北関東自動車道側道　道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻　　　　　次

シリーズ名

シリーズ番号

編　著　者　名 吉田　聖二　　小峰　　篤

編　集　機　関 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

編集機関所在地 〒371－0007　群馬県前橋市上泉町664－4

発行年月日 西暦2000年3月23日

フリガナ

所収遺跡名

フリガナ

所　在　地

コ　ー　ド 位　　　　　置
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号 北　緯 東　経

ツルコウジエノキバシニイセキ

鶴光路榎橋H遺跡

マユバシシツルコウジマチ

前橋市鶴光町
10201 11G35 36Q19’56” 13goO6’17”

19990512

19991108
398m2

北関東自動車道側道

道路改良事業

トクマルタカセキサンイセキ

徳丸高堰皿遺跡

マエバシシトクマルマチ

前橋市徳丸町
10201 11G36 36019／54” 139006／23”

19990512

19991108
893㎡

北関東自動車道側道

道路改良事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主　な　遺　物

鶴光路榎橋H遺跡
集落趾

その他
奈良・平安

竪穴住居趾10軒

土坑3基、溝4条

須恵器、土師器、

灰粕陶器、石製品

特　記　事　項

徳丸高堰皿遺跡
集落肚

その他

奈良・平安

中・近世

竪穴住居玩5基

掘立柱薙物1棟

井戸1基、溝17条

須恵器、土師器、灰粕陶器、

陶磁器、石製品、銅銭

特　記　事　項 景徳鎮窯系の青花皿が出土（W－2号溝）

鶴光路榎橋一遺跡・徳丸高堰皿遺跡

平成12年3月23日発行

編集発行前橋市埋蔵文化財発掘調査団

　　　前橋市上泉町664－4
　　　TEL　O27－231－9531
印　 刷株式会社開文社印刷所

　　　　l　r　l

！．。乳　　　轡・一…

L職一一一…＿謡1












	目次
	序
	Ⅰ　調査に至る経緯
	Ⅱ　遺跡の位置と環境
	１　遺跡の立地
	２　歴史的環境
	３　層序

	Ⅲ　発掘調査の経過
	１　調査方針
	２　調査経過

	Ⅳ　鶴光路榎橋Ⅱ遺跡
	１　遺構と遺物
	(1)　竪穴住居址
	(2)　土坑
	(3)　溝
	(4)　グリッド等出土遺物

	２　考察

	Ⅴ　徳丸高堰Ⅲ遺跡
	１　遺構と遺物
	(1)　竪穴住居址
	(2)　掘立柱建物
	(3)　土坑
	(4)　井戸
	(5)　溝
	(6)　落ち込み
	(7)　グリッド等出土遺物

	２　考察

	図版
	口絵１　鶴光路榎橋Ⅱ遺跡Ｈ－１号住居址出土遺物
	口絵２　徳丸高堰Ⅲ遺跡Ｗ－３・５号溝出土遺物
	ＰＬ．１　鶴光路榎橋Ⅱ遺跡東側全景、Ｈ－１号住居址
	ＰＬ．２　Ｈ－１～４号住居址
	ＰＬ．３　Ｈ－５・６．８～10号住居址、Ｄ－１号土坑、Ｗ－１・２・４号溝
	ＰＬ．４　Ｈ－１号住居址出土遺物
	ＰＬ．５　Ｈ－１号住居址出土遺物
	ＰＬ．６　Ｈ－１・２号住居址出土遺物
	ＰＬ．７　Ｈ－２～４号住居址出土遺物
	ＰＬ．８　Ｈ－４・６・９・10号住居址出土遺物
	ＰＬ．９　徳丸高堰Ⅲ遺跡Ｃ区全景、Ｈ－１・２号住居址
	ＰＬ．10　Ｈ－３～５号住居址、Ｋ－１掘立柱建物、Ｉ－１号井戸
	ＰＬ．11　Ｗ－１号溝、徳丸高堰Ⅲ遺跡Ｂ区南側全景
	ＰＬ．12　Ｗ－２～４号溝
	ＰＬ．13　Ｗ－５号溝
	ＰＬ．14　徳丸高堰Ⅲ遺跡Ｃ区全景、Ｗ－７号溝
	ＰＬ．15　Ｗ－７・３・13・15～17号溝
	ＰＬ．16　Ｈ－１号住居址、Ｗ－１号溝出土遺物
	ＰＬ．17　Ｗ－１・２号溝出土遺物
	ＰＬ．18　Ｗ－３・５号溝出土遺物
	ＰＬ．19　Ｗ－５号溝出土遺物
	ＰＬ．20　Ｗ－５・７・８号溝出土遺物
	ＰＬ．21　Ｗ－１・２号溝出土遺物
	ＰＬ．22　Ｈ－２号住居址、Ｗ－１・２・４・５・７・８号溝出土遺物

	挿図
	Ｆｉｇ．１　遺跡位置図
	Ｆｉｇ．２　位置図と周辺遺跡図
	Ｆｉｇ．３　標準土層図
	Ｆｉｇ．４　鶴光路榎橋Ⅱ遺跡・徳丸高堰３遺跡調査区設定図
	Ｆｉｇ．５　鶴光路榎橋Ⅱ遺跡全体図
	Ｆｉｇ．６　Ｈ－１・２号住居址
	Ｆｉｇ．７　Ｈ－３～５号住居址
	Ｆｉｇ．８　Ｈ－６～10号住居址
	Ｆｉｇ．９　Ｄ１～３号土坑、Ｗ－１～４号溝
	Ｆｉｇ．10　Ｈ－１号住居址出土遺物
	Ｆｉｇ．11　Ｈ－１・２号住居址出土遺物
	Ｆｉｇ．12　Ｈ－３・４・６・７・９・10号住居址、Ｗ－４号溝址出土遺物
	Ｆｉｇ．13　徳丸高堰Ⅲ遺跡Ａ区全体図
	Ｆｉｇ．14　徳丸高堰Ⅲ遺跡Ｂ区全体図
	Ｆｉｇ．15　徳丸高堰Ⅲ遺跡Ｃ区全体図
	Ｆｉｇ．16　Ｈ－１・２号住居址
	Ｆｉｇ．17　Ｈ－３～５号住居址
	Ｆｉｇ．18　Ｋ－１号掘立柱建物、Ｄ－１～４号土坑、Ｉ－１号井戸
	Ｆｉｇ．19　Ｗ－１・２・４・13号溝
	Ｆｉｇ．20　Ｗ－３・５・６号溝
	Ｆｉｇ．21　Ｗ－７～12・14号溝
	Ｆｉｇ．22　Ｗ－15～17号溝、О－１～８号落ち込み
	Ｆｉｇ．23　Ｈ－１・２・４・５号住居址、Ｗ－１号溝出土遺物
	Ｆｉｇ．24　Ｗ－２・３・５号溝出土遺物
	Ｆｉｇ．25　Ｗ－５～７号溝出土遺物
	Ｆｉｇ．26　Ｗ－７・８・12号溝出土遺物
	Ｆｉｇ．27　Ｈ－２号住居址、Ｗ－１・２・７・13号溝出土遺物
	Ｆｉｇ．28　Ｗ－２号溝出土遺物
	Ｆｉｇ．29　Ｗ－１・２・４・５号溝出土遺物

	表
	Ｔａｂ．１　鶴光路榎橋Ⅱ遺跡土器観察表
	Ｔａｂ．２　石製品観察表
	Ｔａｂ．３　徳丸高堰Ⅲ遺跡土器観察表
	Ｔａｂ．４　石製品観察表
	Ｔａｂ．５　土製品観察表
	Ｔａｂ．６　銅銭観察表



